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（株）ミールマックスの本社、福岡市内の中心部
で栄養衛生管理室で働く竹本さん。コロナ対応な
どで忙しい勤務時間の合間に、お話をうかがいま
した。

ふだんはどのような仕事をされていますか？
栄養衛生管理室のメンバーは４名。60を超えるお客さ
まに担当がつき、事業所の巡回、衛生指導などをして
います。献立作成は主に３箇所を担当しています。施
設は、療養型病院、老人施設のほか、児童養護施設、
保育所、クリニックなど、いろいろなお客さまがいら
っしゃいます。

栄養士の仕事を選ばれた理由は？
子どものころから近くに住む祖父母が大好きで、高校
まで毎週のようにひとりで泊まりに行っていました。
祖父が糖尿病にかかってしまい、入院したことがあっ
て、その時に栄養士という仕事があることを知りまし
た。栄養指導してもらったおかげで祖父の体調が回復
したんです。目標や夢がなかったので、あ、これだっ
て思って、そのまま栄養の勉強をしに進学しました。

学生時代は旅行や食べ歩きなどで飛び回っていた記
憶ばかりですが（笑）。

入社のきっかけは？
前職は委託給食の会社にいました。転職するときに、
ほかの仕事にも目移りしたんです。でも、面接の時、
この会社が一番これからの仕事について、包み隠さ
ず誠実に教えてくれたんです。聞き手にとって意味
合いが変わるような言い回しもなくて、「信用できる
な」と思いました。

これからの目標を教えてください。
中途入社の面接官だったのが、上司であり、室長で
もある荒木さんです。まだまだ遠いとは思うのです
が、荒木さんのようになりたいと思います。勤務状況
によっては1週間程度直接顔を合わせられないことも
あるので、そんな時は電話やメールで報告・連絡・相談
をしています。メールで相談した際
も具体的に指示してくれるんです。
社会人になるまで、「信用」とか

「信頼」とか、あまり考えたこ
とがなかったんですが、信頼で
きる人が自分のまわりにいる
大切さを、とても感じるよう
になりました。
私も信頼される行動だったり、
発言ができる人になりたい
と思います。

表紙の人 インタビュー

株式会社ミールマックス
栄養士

竹
たけ

本
もと

 沙
さ

耶
や

果
か

 さん（入社４年目）



巻
頭
言

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
と
食
事

　

２
０
２
０
年
1
月
、
中
国
武
漢
で
発
生

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
：
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ

－

19
（Coronavirus disease 2019

）

は
、
一
瞬
の
内
に
世
界
に
拡
大
し
、
1
月

31
日
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
宣
言

し
た
。
外
出
が
禁
止
さ
れ
、
経
済
、
教
育
、

文
化
、
芸
術
、
娯
楽
等
、
全
て
の
活
動
が

停
止
さ
れ
、
人
々
は
鍵
の
無
い
牢
獄
に
閉

じ
込
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
政
府
や
専
門

家
、
さ
ら
に
マ
ス
コ
ミ
か
ら
流
れ
る
情
報

は
、
人
間
同
士
の
距
離
を
で
き
る
だ
け
開

け
て
、
孤
独
で
生
活
す
る
こ
と
を
強
要
す

る
も
の
と
な
っ
た
。
未
知
な
る
ウ
イ
ル
ス

に
近
づ
か
な
い
生
活
へ
の
変
更
が
強
調
さ

れ
た
。

　

感
染
防
御
の
た
め
の
栄
養
・
食
事
の
話

は
、
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
人
類
は
、
歴
史
的
に
は
、
何

度
も
感
染
症
と
戦
い
、
生
体
が
本
来
持
っ

て
い
る
防
御
機
能
に
よ
り
生
き
延
び
て
き

た
。
し
か
も
、
こ
の
防
衛
機
能
に
栄
養
・

食
事
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の

研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

貧
困
や
食
料
不
足
に
よ
る
低
栄
養
は
、
下

痢
症
、
マ
ラ
リ
ア
、
急
性
呼
吸
器
感
染
症
、

結
核
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
等
の
発
症
に
関

係
し
、
過
栄
養
に
よ
っ
て
起
こ
る
肥
満
の

改
善
が
感
染
症
の
有
病
率
を
減
ら
す
こ
と

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
も
、
学
校
給
食
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

食
堂
、
商
店
等
の
中
止
に
よ
り
、
食
料
の

生
産
や
流
通
の
機
能
低
下
、
消
費
者
の
ま

と
め
買
い
、
偏
食
、
加
工
食
品
の
増
大
等

に
よ
り
、
人
々
の
食
事
は
、
栄
養
が
偏
り
、

体
重
の
減
少
や
増
大
、
栄
養
素
の
不
足
や

過
剰
等
の
栄
養
問
題
が
生
じ
て
き
た
。
普

通
に
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

が
困
難
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

感
染
防
御
と
栄
養

　

感
染
症
の
発
症
予
防
や
増
悪
化
防
止
に

は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
こ

と
と
同
時
に
、
栄
養
状
態
の
改
善
に
よ
り

生
体
側
の
抵
抗
力
、
つ
ま
り
自
己
の
防
御

能
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
一
般
的
な
生
体
防
御
に
は
、
そ
の
過

程
に
は
三
段
階
が
存
在
す
る
。
第
一
段
階

は
、
外
部
か
ら
の
異
物
侵
入
に
対
し
て
、

皮
膚
や
免
疫
等
の
表
面
因
子
に
よ
り
物
理

的
、
生
物
的
に
防
御
す
る
段
階
で
あ
る
。

第
二
段
階
は
、
非
特
異
的
な
防
御
で
、
異

物
の
認
識
、
捕
捉
、
貪
食
に
よ
り
異
物
の

侵
入
を
防
ぐ
機
能
で
あ
る
。こ
の
段
階
は
、

「
自
然
免
疫
」
と
も
言
わ
れ
、
生
ま
れ
な

が
ら
持
っ
て
い
る
防
御
機
構
で
あ
り
、
免

疫
細
胞
が
関
与
す
る
。
そ
し
て
、
第
三
段

階
が
、
第
二
段
階
を
乗
り
越
え
て
き
た
異

物
を
固
有
の
抗
原
と
認
識
し
て
、
特
異
的

な
「
獲
得
免
疫
」
で
防
御
す
る
機
能
で
あ

る
。
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
の
防
御
に

は
、
こ
の
第
三
段
階
に
よ
る
獲
得
免
疫
機

能
が
必
要
に
成
る
。

　

体
内
に
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
異

物
が
侵
入
す
る
と
、
ま
ず
自
然
免
疫
が
作

用
し
、
弱
い
異
物
な
ら
貪
食
細
胞
で
あ
る

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
や
Ｎ
Ｋ
細
胞
で
排
除
す

る
。
し
か
し
、
自
己
免
疫
で
は
排
除
で
き

な
い
場
合
に
は
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
や
粥

状
細
胞
が
抗
原
指
示
細
胞
と
な
り
、
Ｔ
細

胞
に
情
報
を
与
え
る
。
Ｔ
細
胞
に
は
、
抗

中
村　

丁
次
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社
団
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長
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コ
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ナ
社
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栄
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・
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事
・
給
食
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体
を
産
生
す
る
Ｂ
細
胞
を
活
性
化
さ
せ
る

ヘ
ル
パ
ー
Ｔ
細
胞
や
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
細
胞
を
破
壊
し
て
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖

を
抑
制
す
る
キ
ラ
ー
Ｔ
細
胞
な
ど
が
あ

る
。
活
性
化
さ
れ
た
Ｂ
細
胞
か
ら
は
、
抗

体
と
な
る
糖
た
ん
ぱ
く
質
で
構
成
さ
れ
る

免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
が
産
生
さ
れ
る
。
抗
体

に
は
、
感
染
力
や
毒
性
を
失
わ
せ
る
中
和

作
用
、
貪
食
作
用
の
亢
進
、
細
胞
傷
害
作

用
の
増
強
、
補
体
の
活
性
化
等
さ
ま
ざ
ま

な
働
き
が
あ
り
、
感
染
か
ら
防
御
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

人
間
が
持
つ
こ
の
よ
う
な
防
御
機
能
、

特
に
免
疫
は
多
様
で
複
雑
な
代
謝
に
よ
っ

て
営
ま
れ
、そ
の
機
能
低
下
の
原
因
に
は
、

栄
養
不
良
、
極
度
の
ス
ト
レ
ス
、
疲
労
、

睡
眠
不
足
、
運
動
不
足
、
飲
酒
や
喫
煙
、

さ
ら
に
病
気
等
、
様
々
な
要
因
が
関
係
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
高
齢
者
で
は
、
や
せ

や
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
の
低
下
に
よ
り
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
の

抗
体
陽
性
率
が
著
し
く
低
下
し
、
感
染
予

防
率
も
低
下
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
た
ん

ぱ
く
質
欠
乏
（
Ｐ
Ｅ
Ｍ
）
で
は
、
自
然
免

疫
及
び
獲
得
免
疫
の
い
ず
れ
の
機
能
低
下

に
も
関
係
し
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
胸
腺

の
萎
縮
、
末
梢
血
Ｔ
細
胞
の
減
少
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｅ
Ｍ
で
は
、
腸

管
関
連
リ
ン
パ
組
織
（
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
萎

縮
も
観
察
さ
れ
、
腸
管
粘
膜
の
免
疫
機
能

の
低
下
を
招
く
。

　

各
種
の
ビ
タ
ミ
ン
は
、
種
々
の
代
謝
を

営
む
補
酵
素
と
し
て
働
く
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
が
欠
乏
す
る
と
免
疫
を
営
む
細
胞
機

能
の
低
下
を
招
き
、ミ
ネ
ラ
ル
の
欠
乏
は
、

胸
腺
の
形
成
不
全
や
抗
体
と
な
る
免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
の
レ
ベ
ル
を
低
下
さ
せ
る
。
多

く
の
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が
こ
の
よ
う

な
多
様
な
免
疫
機
能
の
各
段
階
で
作
用
し

て
い
る
。
一
方
、
肥
満
や
糖
尿
病
等
の
過

栄
養
が
免
疫
能
の
低
下
を
誘
発
す
る
こ
と

も
解
り
、
低
栄
養
も
過
栄
養
も
感
染
症
の

リ
ス
ク
に
な
る
。
つ
ま
り
、
免
疫
機
能
に

関
係
す
る
栄
養
素
は
多
数
存
在
す
る
の
で

あ
る
（
表
参
照
）。

　

多
く
の
食
事
成
分
が
総
合
的
に
免
疫
機

能
に
作
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
特

定
の
栄
養
素
や
食
品
の
み
に
よ
り
、
免
疫

機
能
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
種
々
の
食
品
か
ら
栄
養
素
が
バ
ラ
ン

ス
良
く
取
れ
る
食
事
を
と
り
、
免
疫
に
関

与
す
る
す
べ
て
の
成
分
が
不
足
し
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ

い
た
食
事
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
、
今
後
は

ウ
イ
ル
ス
と
の
共
生
が
始
ま
る
。
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
社
会
を
迎
え
る
に
当
た
り
、栄
養
・

食
事
・
給
食
の
関
係
者
に
は
、
そ
の
重
要

性
を
広
く
人
々
に
知
ら
せ
て
い
く
役
割
が

あ
る
と
、
私
は
考
え
て
い
る
。

表　感染防御機能に関係する栄養素

１）摂取エネルギー（やせと肥満）
２）たんぱく質
３）ｎ-3系脂肪酸
４）食物繊維
５）ビタミンＡ
６）ビタミンＢ群（B1、B2、B6、B12、葉酸、パントテン酸、ナイアシン、

ビオチン）
７）ビタミンＣ
８）ビタミンＤ
９）ビタミンＥ
10）セレン、亜鉛、銅、鉄
11）乳酸菌
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１　

市
場
定
義

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
い
う
「
嚥
下
食
」
と

は
、
飲
み
込
む
こ
と
が
不
自
由
な
高
齢
者

や
患
者
を
主
な
対
象
と
し
た
、
飲
み
込
み

や
す
い
よ
う
工
夫
し
た
製
品
で
、
と
ろ
み

調
整
食
品
、
ゲ
ル
化
剤
、
デ
ザ
ー
ト
ベ
ー

ス
食
品
、水
分
補
給
ゼ
リ
ー
な
ど
で
あ
る
。

「
咀
嚼
困
難
者
食
」
と
は
、
噛
む
こ
と
が

不
自
由
な
高
齢
者
や
患
者
を
主
な
対
象
と

し
た
製
品
で
、や
わ
ら
か
食（
き
ざ
み
食
）、

ブ
レ
ン
ダ
ー
食
（
ミ
キ
サ
ー
食
）、
形
そ

の
ま
ま
食
、ゼ
リ
ー
食
な
ど
で
あ
る
。「
介

護
予
防
食
」
と
は
、た
ん
ぱ
く
強
化
食
品
、

ビ
タ
ミ
ン
等
強
化
食
品
、
カ
ロ
リ
ー
制
限

食
品
な
ど
で
あ
り
、
介
護
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
高
齢
者
を
主
な
対

象
と
し
た
栄
養
素
や
カ
ロ
リ
ー
を
補
完
し

た
、
経
口
摂
取
す
る
製
品
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
加
工
食
品
で
あ
り
、
病
院
や

高
齢
者
施
設
で
提
供
さ
れ
る
給
食
、
在
宅

配
食
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
さ
れ
る
弁
当
な
ど

の
調
理
品
は
含
ま
な
い
（
と
ろ
み
調
整
食

品
な
ど
は
材
料
と
し
て
使
用
）
と
定
義
す

る
。

　

食
べ
る
機
能
の
障
害
、
摂
食
・
嚥
下
障

害
は
誤
嚥
性
肺
炎
や
窒
息
の
危
険
、
脱
水

や
低
栄
養
の
危
険
を
も
た
ら
す
ば
か
り
で

は
な
く
、
経
口
で
食
物
を
摂
取
す
る
と
い

う
人
間
の
「
食
べ
る
喜
び
」
を
奪
う
こ
と

に
つ
な
が
る
。

２　

市
場
背
景

　

２
０
１
８
年
簡
易
生
命
表
に
よ
る
と
、

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
が
81
・
25
歳
、

女
性
が
87
・
32
歳
で
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

に
あ
る
。
２
０
１
８
年
10
月
1
日
現
在
、

日
本
の
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
は
、
３
５

５
８
万
人
（
前
年
比
43
万
人
増
加
）
で
、

高
齢
化
率
は
28
・
1
％
に
達

し
た
。
将
来
推
計
人
口
で
は
、

日
本
の
高
齢
者
は
２
０
３
０

年
に
３
７
１
６
万
人
、
高
齢

化
率
は
31
・
2
％
に
達
し
、

２
０
４
２
年
に
３
９
３
５
万

人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。

　

２
０
１
９
年
3
月
31
日
現

在
、
日
本
の
介
護
認
定
者
は
６

４
１
万
人
で
、
前
年
比
9
万
人

増
加
し
た
。
介
護
認
定
者
は
介

護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た

２
０
０
０
年
の
２
１
８
万
人
か

ら
毎
年
増
加
し
、
20
年
弱
で
約

3
倍
と
な
っ
た
。
日
本
で
は
単

身
世
帯
が
増
加
し
て
お
り
、
特

に
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
。

　

介
護
認
定
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
高
齢
の
単
身
者
は
調

理
や
買
い
物
の
頻
度
が
減
る
こ
と
が
多

く
、
加
工
食
品
へ
の
依
存
度
が
増
し
、
介

護
食
品
を
利
用
す
る
高
齢
者
は
今
後
も
増

加
が
予
想
さ
れ
る
。

３　

製
品
別
市
場
動
向

〈
嚥
下
食
は
在
宅
使
用
が
拡
大
〉

　

嚥
下
食
の
在
宅
使
用
は
、
消
費
者
の
認

特集

高
齢
化
で
市
場
拡
大
す
る

嚥
下
食
、
咀
嚼
困
難
者
食
、

介
護
予
防
食

株
式
会
社
　
矢
野
経
済
研
究
所

フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト

理
事
研
究
員
　
フ
ェ
ロ
ー
　
加
藤
　
肇

〈日本の高齢者人口の推移と予測〉

万人 確定値 予測値
2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045

75歳以上 900 1160 1407 1632 1872 2180 2288 2260 2239 2277
65～74歳 1301 1407 1517 1755 1747 1497 1428 1522 1681 1643
15～64歳 8622 8409 8103 7728 7406 7170 6875 6494 5978 5585
0～14歳 1847 1752 1680 1595 1508 1407 1321 1246 1183 1138
高齢化率 17.4 20.2 23 26.6 28.9 30.4 31.2 32.8 35.3 36.8

＜日本における高齢化と将来予測＞
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2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

75歳以上 65～74歳 15～64歳 0～14歳 高齢化率（万人）

（年）

（％）

実績値 推計値

高齢化率（65歳以上人口割合）

（出所：国立社会保障・人口問題研究所）
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知
度
が
上
が
っ
て
お
り
、
と
ろ
み
を
つ
け

な
い
と
誤
嚥
が
起
こ
る
こ
と
と
、
利
用
者

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
か
ら
も
、
そ
の
必
要
性
が

強
く
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

嚥
下
食
は
病
院
、
高
齢
者
施
設
で
圧
倒

的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省

が
積
極
的
に
在
宅
高
齢
者
の
栄
養
管
理
を

推
進
し
て
お
り
、
こ
れ
が
追
い
風
に
な
っ

て
い
る
。
嚥
下
食
市
場
の
10
％
程
度
は
在

宅
使
用
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
更
に
増

え
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
通
販
比
率
が
急

増
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
水
分
補
給
ゼ

リ
ー
が
一
定
ペ
ー
ス
で
伸
び
て
い
る
。

〈
咀
嚼
困
難
者
食
は
冷
凍
タ
イ
プ
が
増
加
〉

　

咀
嚼
困
難
者
食
市
場
は
、
一
般
市
販
ル

ー
ト
は
消
費
者
の
認
知
度
の
低
さ
や
安
定

的
な
売
場
確
保
の
問
題
か
ら
伸
び
悩
ん
で

い
る
。
や
わ
ら
か
食
（
き
ざ
み
食
）
は
、

病
院
、
高
齢
者
施
設
で
も
価
格
面
か
ら
苦

戦
し
て
い
る
。

　

一
方
、ブ
レ
ン
ダ
ー
食
（
ミ
キ
サ
ー
食
）

は
堅
調
な
ペ
ー
ス
で
伸
び
て
い
る
。
冷
凍

食
品
で
の
参
入
メ
ー
カ
ー
は
業
務
用
が
ほ

と
ん
ど
で
、
コ
ス
ト
の
安
さ
、
簡
単
さ
、

味
の
良
さ
、
人
手
不
足
対
応
な
ど
か
ら
伸

び
て
お
り
、
市
場
を
牽
引
し
て
い
る
。

　

咀
嚼
困
難
者
食
は
、
か
つ
て
レ
ト
ル
ト

食
品
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、
10
数
年
前
か

ら
業
務
用
で
冷
凍
食
品
が
製
品
化
さ
れ
、

品
揃
え
の
増
加
か
ら
市
場
構
成
比
が
拡
大

し
て
い
る
。
冷
凍
食
品
は
レ
ト
ル
ト
食
品

に
比
べ
、
味
の
良
さ
、
コ
ス
ト
対
応
力
、

食
材
と
し
て
の
加
工
し
や
す
さ
等
か
ら
市

場
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
冷
凍
庫

で
長
期
保
存
で
き
る
便
利
さ
も
受
け
て
お

り
、
自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、
備
蓄
食

と
し
て
の
需
要
も
拡
大
し
て
い
る
。

〈
介
護
予
防
食
は
低
栄
養
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
〉

　

介
護
予
防
食
は
、
病
院
、
高
齢
者
施
設

で
、
補
食
的
に
、
栄
養
素
を
補
う
形
で
発

展
し
て
き
て
お
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ

は
順
調
に
伸
び
て
き
た
。
健
常
な
高
齢
者

で
も
加
齢
に
よ
る
様
々
な
症
状
、
例
え
ば

骨
粗
鬆
症
や
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
、サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
等
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
う
い
っ
た
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
食

品
、
つ
ま
り
健
康
な
体
を
維
持
し
活
動
す

る
た
め
に
必
要
な
栄
養
の
不
足
の
予
防
に

つ
な
が
る
食
品
、
介
護
の
前
段
階
に
留
ま

る
た
め
の
食
品
と
し
て
、
介
護
予
防
食
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

健
常
高
齢
者
、
嚥
下
・
咀
嚼
に
問
題
は

無
い
が
、
食
が
細
く
な
り
低
栄
養
な
方
の

栄
養
補
給
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
不
足
す

る
栄
養
素
を
補
う
製
品
が
上
市
さ
れ
て
い

る
。
入
院
患
者
、
入
所
高
齢
者
、
在
宅
療

養
者
、
在
宅
健
常
高
齢
者
に
関
わ
ら
ず
、

高
齢
者
は
何
ら
か
の
低
栄
養
状
態
に
あ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
各
人
の
状
態
、
容
態
、

病
態
は
様
々
で
あ
り
、
予
防
も
含
め
、
栄

養
療
法
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

４　

市
場
規
模
推
移

　

飲
み
込
む
こ
と
や
噛
む
こ
と
が
不
自
由

な
高
齢
者
や
患
者
を
主
な
対
象
と
し
た
加

工
食
品
（
嚥
下
食
、咀
嚼
困
難
者
食
）

と
、
食
べ
る
量
が
少
な
く
な
り
必

要
な
カ
ロ
リ
ー
や
栄
養
素
が
不
足

す
る
高
齢
者
向
け
加
工
食
品
（
介

護
予
防
食
）
の
市
場
規
模
が
拡
大

し
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
度
に
お
け
る
、
嚥

下
食
、
咀
嚼
困
難
者
食
、
介
護
予

防
食
を
合
算
し
た
市
場
規
模
（
メ

ー
カ
ー
出
荷
金
額
ベ
ー
ス
）
は
、

前
年
度
比
１
０
８
・
4
％
の
７
３

４
・
6
億
円
と
な
っ
た
。

　

内
訳
を
み
る
と
、
嚥
下
食
市
場

は
前
年
度
比
１
０
６
・
8
％
の
２

８
４
・
5
億
円
、
咀
嚼
困
難
者
食

市
場
は
前
年
度
比
１
１
１
・
6
％

の
２
２
２
・
5
億
円
で
あ
っ
た
。

傾
向
的
に
、
嚥
下
食
は
入
院
・
入

所
高
齢
者
数
が
増
加
す
る
こ
と
で
、

咀
嚼
困
難
者
食
は
人
手
不
足
が
深
刻
な
施

設
の
調
理
現
場
の
省
力
化
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
病
院
や

高
齢
者
施
設
向
け
に
伸
び
て
い
る
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
食
市
場
は
前
年
度
比

１
０
７
・
3
％
の
２
２
７
・
6
億
円
で
あ

っ
た
。
介
護
予
防
食
は
高
齢
者
の
低
栄
養

が
問
題
視
さ
れ
る
中
で
、在
宅
高
齢
者（
未

病
や
健
康
な
高
齢
者
含
む
）
向
け
を
中
心

に
伸
長
し
て
い
る
。

〈嚥下食、咀嚼困難者食、介護予防食の市場規模推移（2014～2018年度）〉

■市場規模推移（億円）
2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

嚥下食 230.1 241.4 255.3 266.4 284.5
咀嚼困難者食 150.4 160.9 179.9 199.3 222.5
介護予防食 160.0 181.1 196.7 212.1 227.6
合計 540.5 583.4 631.9 677.8 734.6

＜嚥下食、咀嚼困難者食、介護予防食の市場規模推移（2014～2018年度）＞
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160.0 181.1 

196.7 212.1 
227.6 

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

嚥下食 咀嚼困難者食 介護予防食
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540.5
583.4 631.9 677.8

734.6

� （出所：矢野経済研究所推定）
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５　

市
場
の
問
題
点

６　

将
来
展
望

　

今
後
も
高
齢
化
の
進
展
や
嚥
下
困
難
症

状
の
認
知
度
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
嚥
下
困

難
者
数
も
増
え
る
と
み
ら
れ
、
嚥
下
食
は

病
院
や
高
齢
者
施
設
で
の
使
用
を
中
心
に

市
場
規
模
は
順
調
に
拡
大
す
る
見
込
み
で

あ
る
。

　

介
護
認
定
を
受
け
た
高
齢
者
が
６
４
０

万
人
存
在
し
、し
か
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

咀
嚼
困
難
者
食
の
市
場
規
模
は
約
４
０
０

億
円
ま
で
成
長
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

介
護
予
防
食
は
、
病
院
や
高
齢
者
施
設

向
け
の
業
務
用
で
、
補
食
的
に
使
わ
れ
て

い
る
。
在
宅
市
場
に
つ
い
て
は
、
農
林
水

産
省
が
「
ス
マ
イ
ル
ケ
ア
食
」
の
普
及
に

努
め
て
お
り
、
原
則
、
在
宅
の
高
齢
者
や

障
害
者
を
対
象
に
、
低
栄
養
の
解
消
を
目

指
し
て
い
る
。

　

嚥
下
食
市
場
は
今
後
も
順
調
に
拡
大
す

る
と
み
ら
れ
る
が
、
市
場
規
模
の
拡
大
に

つ
れ
て
伸
び
は
鈍
化
し
、
年
率
3
～
4
％

増
の
推
移
を
予
測
す
る
。
こ
れ
は
嚥
下
困

難
者
の
数
自
体
に
限
界
が
あ
る
こ
と
と
、

価
格
競
争
が
益
々
激
化
す
る
こ
と
が
原
因

で
あ
る
。

　

咀
嚼
困
難
者
食
市
場
は
年
率
7
～
8
％

増
の
推
移
を
予
測
す
る
。や
わ
ら
か
食（
き

ざ
み
食
）
の
一
般
市
販
ル
ー
ト
は
売
場
の

拡
大
が
見
込
ま
れ
、
徐
々
に
伸
び
て
い
く

見
込
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ブ
レ
ン

ダ
ー
食
（
ミ
キ
サ
ー
食
）
は
業
務
用
市
場

向
け
に
着
実
に
伸
び
続
け
る
見
通
し
で
あ

る
。

　

介
護
予
防
食
市
場
は
、
低
栄
養
を
避
け

る
手
段
と
し
て
施
設
入
居
者
の
補
食
（
お

や
つ
・
デ
ザ
ー
ト
）
需
要
は
安
定
的
に
伸

び
、
同
様
に
在
宅
高
齢
者
の
取
り
込
み
に

よ
っ
て
今
後
も
年
率
3
％
前
後
の
伸
び
を

予
測
す
る
。
さ
ら
に「
健
康
寿
命
の
延
伸
」

と
ど
う
リ
ン
ク
さ
せ
る
か
で
、
更
な
る
拡

大
が
見
込
ま
れ
る
。

〈
嚥
下
食
は
デ
ザ
ー
ト
ベ
ー
ス
食
品
、
水

分
補
給
ゼ
リ
ー
が
伸
長
〉

　

嚥
下
食
は
在
宅
高
齢
者
向
け
市
場
の
拡

大
傾
向
か
ら
、
次
第
に
デ
ザ
ー
ト
ベ
ー
ス

食
品
、
水
分
補
給
ゼ
リ
ー
な
ど
が
市
場
拡

大
す
る
可
能
性
が
高
い
。
今
後
は
価
格
競

争
に
よ
っ
て
採
算
が
得
ら
れ
な
い
企
業
も

出
て
く
る
と
思
わ
れ
、
資
本
力
の
あ
る
大

手
メ
ー
カ
ー
が
価
格
競
争
で
シ
ェ
ア
を
拡

大
し
、
中
小
メ
ー
カ
ー
の
追
い
落
と
し
を

図
る
と
み
ら
れ
る
。
価
格
競
争
の
激
化
と

シ
ェ
ア
の
寡
占
化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
く

で
あ
ろ
う
。

嚥下食 �　病院経営は益々厳しくなっており、薬価の切り下げ、処置料の切り下げ、医薬分業化などで
病院の淘汰が続いている。

�　一般市販ルートは、患者数からみて商品の回転率が悪く、余り伸びない可能性がある（小売
店が扱わない）。とろみ調整食品は、使用量を間違えるとトラブルとなる可能性がある。

�　病院は医療報酬の改定で経営が厳しくなっている。購買力が落ち、コスト意識がシビアにな
っている。

�　厚生労働省が嚥下食の市場拡大化、在宅患者への普及促進を図り、安全性確保の面から規制
を強化しており、食品である以上、『嚥下』という表現ができなくなっている（とろみ食、
やわらか食などは許される）。

�　2018年４月の特別用途食品の『えん下困難者食』の改定により、とろみ調整食が認定可能
となったが、普及に時間がかかりそうである。

咀嚼困難者食 �　医療費の自己負担増加など、高齢者の生活が苦しくなっており、食費は削られる可能性が高
い。施設の給食費が2005年10月から全額自己負担化した。病院も医療保険の改正で2006
年４月から１食640円に改められた。

�　病院・高齢者施設において、やわらか食（きざみ食）はコスト上使いにくい。
�　スーパー、ドラッグストアなども、他の商品より回転率が悪いことから販売に二の足を踏み、
取り扱い店舗数が増えない。

�　店頭での取り扱いの多いやわらか食（きざみ食）はレトルトパウチが多く、パッケージロッ
トや製造ロットがネックとなって新規参入が難しい。

�　病院や高齢者施設の経営環境悪化から、今後は在宅向けに伸ばしていく必要があるが、製品
の認知度が低く、期待ほど伸びておらず、新規参入と撤退が繰り返されている。

介護予防食 �　一般飲料やゼリーと比べて、価格が高い。
�　栄養飲料の売場が少なく、認知度が上がりにくい。
�　介護予防という考えが浸透していない。

高齢化で市場拡大する
嚥下食、咀嚼困難者食、介護予防食
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〈
咀
嚼
困
難
者
食
は
在
宅
化
へ
の
対
応
が

最
重
要
課
題
〉

　

咀
嚼
困
難
者
食
市
場
は
対
象
ユ
ー
ザ
ー

の
多
さ
と
、
次
第
に
認
知
さ
れ
て
く
る
こ

と
か
ら
大
き
な
市
場
へ
拡
大
し
て
い
く
こ

と
は
、
い
ず
れ
の
メ
ー
カ
ー
も
認
め
て
い

る
。
ま
だ
、
認
知
度
が
充
分
で
な
い
こ
と

か
ら
、
そ
の
意
味
で
も
潜
在
市
場
は
極
め

て
大
き
い
。
咀
嚼
困
難
者
食
も
、
高
齢
者

の
在
宅
化
へ
の
対
応
が
最
も
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
一
般
市
販
ル
ー
ト
、
通

販
ル
ー
ト
の
一
層
の
拡
大
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
中
、
大
手
メ
ー
カ
ー
は
品

揃
え
を
増
や
し
市
販
ル
ー
ト
、
通
販
ル
ー

ト
の
拡
大
に
注
力
し
て
い
る
。

〈
介
護
予
防
食
は
在
宅
高
齢
者
と
そ
の
家

族
を
啓
蒙
〉

　

介
護
予
防
食
市
場
は
超
高
齢
化
を
背
景

に
、
高
齢
者
の
低
栄
養
や
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
解
決
し
よ
う
と
在
宅
市

場
向
け
に
、
一
般
食
品
メ
ー
カ
ー
が
参
入

し
て
き
て
お
り
、
更
に
参
入
が
加
速
す
る

と
思
わ
れ
る
。介
護
予
防
食
に
お
い
て
も
、

入
院
患
者
は
減
り
、
高
齢
者
施
設
の
増
加

も
鈍
化
し
て
お
り
、
在
宅
向
け
中
心
に
拡

大
す
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
在
宅
高
齢
者

や
そ
の
家
族
向
け
の
啓
蒙
活
動
が
重
要
で

あ
る
。

７　

市
場
規
模
予
測

　

２
０
２
３
年
度
に
お
け
る
、
嚥
下
食
、
咀

嚼
困
難
者
食
、
介
護
予
防
食
を
合
算
し
た
市

場
規
模（
メ
ー
カ
ー
出
荷
金
額
ベ
ー
ス
）は
、

２
０
１
８
年
度
比
１
２
９・1
％
の
９
４
８・

1
億
円
に
な
る
と
予
測
す
る
。

　

内
訳
は
、
嚥
下
食
市
場
は
２
０
１
８
年
度

比
１
２
４
・
5
％
の
３
５
４
・
2
億
円
、
咀

嚼
困
難
者
食
市
場
は
２
０
１
８
年
度
比
１

４
９
・
8
％
の
３
３
３
・
3
億
円
、
介
護
予

防
食
市
場
は
２
０
１
８
年
度
比
１
１
４
・
5

％
の
２
６
０・6
億
円
に
な
る
と
予
測
す
る
。

　

市
場
全
体
に
見
る
嚥
下
食
、
咀
嚼
困
難

者
食
、
介
護
予
防
食
の
構
成
比
は
変
化
す

る
。

　

２
０
１
８
年
度
に
嚥
下
食
38
・
7
％
、

咀
嚼
困
難
者
食
30
・
3
％
、
介
護
予
防
食

31
・
0
％
で
あ
っ
た
市
場
構
成
比
は
、
２

０
２
３
年
度
に
は
嚥
下
食
37
・
4
％
、
咀

嚼
困
難
者
食
35
・
2
％
、
介
護
予
防
食

27
・
5
％
に
変
化
す
る
。

参
考
資
料
：
株
式
会
社
矢
野
経
済
研
究
所
、

２
０
２
０
年
4
月
28
日
発
刊

「〈
２
０
２
０
年
版
〉
嚥
下
食
、
咀
嚼
困
難

者
食
、
介
護
予
防
食
に
関
す
る
市
場
実
態

と
将
来
展
望
」

https://w
w

w
.yano.co.jp/m

arket_

reports/C
62100300

〈嚥下食、咀嚼困難者食、介護予防食の市場規模予測（2019～2023年度）〉

■市場規模予測（億円）
2019年度(予2020年度(予2021年度(予2022年度(予2023年度(予)

嚥下食 299.3 313.5 328.2 340.0 354.2
咀嚼困難者食 246.4 266.5 288.7 309.2 333.3
介護予防食 232.9 238.8 245.8 253.1 260.6
合計 778.6 818.8 862.7 902.3 948.1

＜嚥下食、咀嚼困難者食、介護予防食の市場規模予測（2019～2023年度）＞
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嚥下食 咀嚼困難者食 介護予防食（単位：億円）

778.6 818.8 862.7 902.3
948.1

� （出所：矢野経済研究所推定）

〈嚥下食、咀嚼困難者食、介護予防食の市場構成比の変化〉

■2018年度市場構成比

市場規模 構成比
嚥下食 285 38.7
咀嚼困難者 223 30.3
介護予防食 228 31.0

735 100.0

嚥下食
38.7%

咀嚼困

難者食
30.3%

介護

予防食
31.0% 2018年度

市場規模

734.6憶円

■2023年度市場構成比

市場規模 構成比
嚥下食 354 37.4
咀嚼困難者 333 35.2
介護
予防食

261 27.5

948 100.0

嚥下食

37.4%

咀嚼困

難者食

35.2%

介護

予防食

27.5%
2023年度(予)
市場規模

948.1憶円

� （出所：矢野経済研究所推定）
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　定時総会は、深緑に包まれた明治記念館で、５月15日（金）に開催される計画でした…が、突然に起き
た全世界的なパニック。
　2019年12月、中華人民共和国湖北省武漢市で「原因不明のウイルス性肺炎」として新型コロナウイルス

（covit-19）の最初の症例が確認されて以降、武漢市内から中国大陸に感染が広がり、中国以外の国と地域
に拡大しました。
　2020年１月31日にWHOは「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」を宣言し、２月28日にはこの
疾患が世界規模で流行する危険性について最高レベルの「非常に高い」と評価し、３月11日WHO事務局
長はパンデミック相当との認識を表明しました。
　日本国内では２月25日に「新型コロナウイルス感染症対策の基本方針」が示され、国内の複数地域で感
染経路が明らかでは無い患者が急激に増加し、一部地域には小規模患者クラスターが把握される状況が報
道されました。
　４月７日、政府から緊急事態宣言が発令され、健康管理の徹底、患者・感染者との接触を減らす観点か
らイベント開催の配慮、開催会場の検討等開催の必要性に検討が求められ、当協会では３月、４月、５月
の定時理事会及び５月の定時総会を全て書面評決による決議としました。
　定時総会の議案については、全会員の同意が得られ決議されました。
　なお、第６号議案として提出された役員の選任について、関東信越支部の白田豊彦理事の辞任に伴う後
任として、佐藤好男理事（シダックスフードサービス㈱）の推薦がありました。役員の選任については総
会の決議により選任されることが必要であることから、全理事が承認され決議いたしました。また、業務
執行理事（副会長及び専務理事）につきましても、引き続き承認議決されております。役員名簿等は次ペ
ージをご覧ください。
　なお、任期は2022年５月の総会終結までとなります。

2020年度・理事会、
定時総会が中止

初めての出来事。新型コロナウイルスで中止
理事会、総会ともに書面評決で実施

協 会 だ よ り
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（公社）日本メディカル給食協会　三役名簿　2020年5月～ 2022年5月

役 　職 氏　名 会　社　名 支　部　長
会　長 山本　裕康 メーキュー㈱ 　
副会長 平井　英司 ㈱日総 北日本支部長
副会長 落合　　順 ㈱グリーンハウス 関東信越支部長
副会長 岩崎　史嗣 ㈱トモ 東海北陸支部長
副会長 田村　　隆 淀川食品㈱ 近畿支部長
副会長 山口　昭文 ㈱ホームラン・システムズ 西日本支部長
副会長 中村　勝彦 富士産業㈱ 総務・公益・広報委員会委員長

専務理事 千田　隆夫 （公社）日本メディカル給食協会
相談役・理事 吉田　憲史 ㈱九州フードサプライセンター 学術衛生委員会委員長

（2020年5月18日）

（公社）日本メディカル給食協会　役員（理事・監事）名簿　2020年5月～ 2022年5月

支　部 役　員 氏　名 新・再任別 会　社　名

北日本
（3名）

理　事 高橋　一馬 再任 ㈱紅谷
理　事 田上　政行 再任 ㈱エムズフード
理　事 平井　英司 再任 ㈱日総

関東信越
（10名）

理　事 池田　直人 再任 ㈱LEOC
理　事 落合　　順 再任 ㈱グリーンハウス
理　事 佐藤　好男 新任 シダックスフードサービス㈱
理　事 菅井　正一 再任 日清医療食品㈱
理　事 中村　勝彦 再任 富士産業㈱
理　事 西　　剛平 再任 ㈱レパスト
理　事 久田　和紀 再任 フジ産業㈱
理　事 馬渕　祥正 再任 ㈱馬渕商事
理　事 脇本　　実 再任 ハーベスト㈱
理　事 若生　喜晴 再任 ㈱ニッコクトラスト

東海北陸
（5名）

理　事 岩崎　史嗣 再任 ㈱トモ
理　事 西脇　　司 再任 日本ゼネラルフード㈱
理　事 古谷　博義 再任 ㈱ウェルビーフードシステム
理　事 松尾　隆之 再任 トーカイフーズ㈱
理　事 山本　裕康 再任 メーキュー㈱

近　畿
（6名）

理　事 小笠原力一 再任 ㈱ニチダン
理　事 米谷　伸行 再任 ㈱日米クック
理　事 田所　伸浩 再任 ㈱魚国総本社
理　事 田村　　隆 再任 淀川食品㈱
理　事 野々村禎之 再任 ウオクニ㈱
理　事 山下　史朗 再任 ㈱東紅給食

西日本
（4名）

理　事 安里　盛一 再任 ㈱日本ユニテック
理　事 二神　良昌 再任 四国医療サービス㈱
理　事 山口　昭文 再任 ㈱ホームラン・システムズ
理　事 吉田　憲史 再任 ㈱九州フードサプライセンター

事務局（1名） 専務理事 千田　隆夫 再任 （公社）日本メディカル給食協会
計　29名　

監　事
（2名）

監　事 山岡　直方 再任 一冨士フードサービス㈱
監　事 川原　丈貴 再任 ㈱川原経営総合センター

計　2名　　
（2020年5月18日）
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委員会担当役員等名簿� （2020年5月15日）

委員会名 委　員　長 委　員 委　員 委　員 委　員

総務・公益・
広報委員会

中村　勝彦　副会長
久田　和紀　理事

（フジ産業㈱）
西　剛平　理事
（㈱レパスト）

鈴木　　潮
（富士産業㈱）

学術衛生委員会 吉田　憲史　相談役・理事
安里　盛一　理事

（㈱日本ユニテック）
池田　直人　理事

（㈱LEOC）
兼田　敏郎

（㈲ラ・ココット）

柴田　絋二
（㈱九州フードサプ

ライセンター）

技術研究委員会 山口　昭文　副会長
佐藤　好男　理事

（シダックスフードサービス㈱）
二神　良昌　理事

（四国医療サービス㈱）
脇本　実　理事
（ハーベスト㈱）

飛田　　敦
（（学法）中村学園事業部）

調査・制度研究
委員会

岩崎　史嗣　副会長
西脇　司　理事

（日本ゼネラルフード㈱）
古谷　博義　理事

（㈱ウェルビーフードシステム）
松尾　隆之　理事

（トーカイフーズ㈱）
原田　一成

（メーキュー㈱）

障がい者
雇用促進委員会

田村　　隆　副会長

小笠原力一　理事
（㈱ニチダン）
米谷　伸行　理事
（㈱日米クック）

田所　伸浩　理事
（㈱魚国総本社）
野々　禎之　理事

（ウオクニ㈱）

山下　史朗　理事
（㈱東紅給食）

栄養士委員会 平井　　英司　副会長
高橋　一馬　理事

（㈱紅　　谷）
田上　政行　理事
（㈱エムズフード）

災害支援委員会 落合　　順　副会長
馬渕　祥正　理事

（㈱馬渕商事）
若生　喜晴　理事

（㈱ニッコクトラス）

外国人技能実習
委員会

菅井　正一　理事

若生　喜晴　理事
（㈱ニッコクトラスト）
二神　良昌　理事

（四国医療サービス㈱）
渡邉　大介
（㈱日総）

角田　大輔
（日清医療食品㈱）
詫　　智彦

（富士産業㈱）
外山　友之

（メーキュー㈱）

宮﨑　達之
（日本ゼネラルフード㈱）
鶴留　光広

（淀川食品㈱）
飛田　　敦

（（学法）中村学園事業部）

協 会 だ よ り
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(公社）日本メディカル給食協会栄養士委員会幹事名簿� （2020年5月15日）

支　部 氏　名 会社名

北日本支部

※竹本満寿美 ㈱LEOC

秋葉　琴乃 ㈱日総

門間　弘子 ㈱紅谷

関東信越支部

※吉田美和子 ㈱グリーンハウス

石橋　直美 ㈱レパスト

佐藤　愛 ㈱ニッコクトラスト

竹原布美子 富士産業㈱

中野　　恵 シダックスフードサービス㈱

中村佐多子 日清医療食品㈱

山本奈津子 ㈱馬渕商事

東海北陸支部

総括幹事長
※山田　千晶 日本ゼネラルフード㈱

平岩　知樹 メーキュー㈱

松田有希子 ㈱トモ

近畿支部

※藤井美奈子 淀川食品㈱

田中　良美 ㈱日米クック

吉川友紀子 ㈱ニチダン

西日本支部

※矢野　明子 四国医療サービス㈱シンセイフード事業部

田上　智美 ㈱九州フードサプライセンター

古川　智子 日清医療食品㈱

※印は各支部幹事長
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2019年度第5回理事会
　日　　程　　2020年3月19日（木）
書面評決

■審議事項
・講習会等料金の改定
・外国人技能実習要綱、給食製造職種でよく使う用

語集の料金設定
・2020年度事業計画
・2020年度収支予算
・2020年度定時総会の日程
・正会員、賛助会員の入会
・2020年度海外視察調査（第29回）
　上記についてすべて決議・承認された。

■報告事項
・正会員、賛助会員の退会
・第41回フードケータリングショーにおける栄養相

談コーナーに係る報告

■正会員、賛助会員の入会について
［正会員］

◇株式会社シーユーシー・フーズ
代表取締役　田中　彰
静岡県浜松市中区大工町125　シャンソンビル8階

◇株式会社フタミ
代表取締役　二味　信敏
大分県大分市中戸次5875－2

◇有限会社一戸町民まちづくり公社
代表取締役　中村　善雄
岩手県二戸郡一戸町高善寺字大川鉢24－9

［賛助会員］
◇一般財団法人医療関連サービス振興会

理事長　　野﨑　貞彦
東京都千代田区九段北1－11－11　第二フナト
ビル3階

◇株式会社エフピコ
代表取締役社長　佐藤　守正
東京都新宿区西新宿6－8－1　新宿オークタワ
ー 36階

■正会員、賛助会員の退会について報告
［正会員退会］
・栄養食メディカル株式会（2020年3月31日付）

［賛助会員退会］
・三菱ケミカル株式会社（2020年1月31日付）

2020年度第1回理事会
　日　　程　　2020年4月23日（金）
書面評決

■審議事項
・2019年度事業報告
・2019年度収支決算報告
・2019年度監査報告
・正会員の入会
　上記についてすべて決議・承認された。

■報告事項
・正会員の退会
・経営者対象　海外視察研修延期
・2020年度定時総会中止
・2020年度講習会・研修会日程（変更）

［正会員入会］
◇株式会社りんくあっぷ

代表取締役　樫原　明子
千葉県大網白里市下ケ傍示473－3

［正会員退会報告］
・株式会社セブンスピリッツ（2020年3月31日付）
・株式会社総合給食たけや（2020年3月31日付）

2020年度第2回理事会
　日　　程　　2020年5月15日（金）
書面評決

■審議事項
・理事の退任、専任
・代表理事（会長）及び業務執行理事（副会長及び

専務理事）の選任
・各委員会委員の選任
・栄養士委員会幹事選任
・正会員、賛助会員の入会

［正会員入会］
◇コープフーズ株式会社

代表取締役　岩藤　正和
北海道石狩市新港西2-754-1

［賛助会員入会］
◇株式会社タス

代表取締役　長谷　純聖
東京都港区赤坂4-1-33

［正会員退会報告］
・株式会社日本エンタプライス（2020年3月31日）
・仲陽産業株式会社（2020年4月30日）

上記についてすべて決議・承認された。

理事会報告

協 会 だ よ り
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福
岡
市
・
中
央
区
。
九
州
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
・
博
多
か

ら
車
で
10
分
あ
ま
り
。
今
回
の
訪
問
先
は
福
岡
、
佐
賀
、

大
分
、
九
州
北
部
を
中
心
に
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
・
社
員
寮
・

社
員
食
堂
な
ど
「
食
」
を
管
理
・
運
営
す
る
㈱
ミ
ー
ル
マ

ッ
ク
ス
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
現
場

の
撮
影
写
真
を
ご
用
意
い
た
だ
く
な
ど
、
様
々
な
面
で
ご

協
力
い
た
だ
い
た
。

徹
底
し
て
き
た
衛
生
管
理

　

密
を
避
け
、
近
く
の
公
園
で
表
紙
の
撮
影
を
済
ま
せ
た

後
、本
社
の
オ
フ
ィ
ス
へ
。
今
回
の
撮
影
を
担
当
さ
れ
た
、

医
療
法
人
悠
水
会 

水
城
病
院
の
受
託
責
任
者
で
あ
る
、

柴
田
淑
子
さ
ん
に
話
を
う
か
が
う
。

　
「
2
月
20
日
に
福
岡
で
初
め
て
感
染
者
が
2
名
で
た
ん

で
す
。
病
院
の
栄
養
士
さ
ん
と
話
し
合
い
、
体
温
が
37
℃

超
え
て
た
ら
申
告
と
い
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
う
い
っ

た
対
応
は
早
め
に
で
き
て
い
た
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

も
と
も
と
高
齢
者
の
多
い
医
療
施
設
で
す
か
ら
、
感
染
症

に
限
ら
ず
衛
生
管
理
に
対
し
て
の
心
構
え
は
全
員
が
強
く

持
っ
て
い
て
、
手
洗
い
・
消
毒
な
ど
は
日
常
的
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。」

　
「
み
な
さ
ん
、
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
に
携
っ
て
い
た
ら
、

全
国
ど
こ
で
も
そ
う
で
す
よ
ね
。
厨
房
で
は
、
始
業
前
に

ド
ア
ノ
ブ
や
調
理
台
を
す
べ
て
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
ふ
き

取
り
を
し
て
か
ら
作
業
す
る
の
が
き
ま
り
で
、
こ
れ
も
メ

ン
バ
ー
全
員
で
や
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
に
な
っ

て
か
ら
追
加
で
増
え
た
作
業
と
い
う
の
は
特
に
な
く
て
。

た
だ
、『
自
己
管
理
を
さ
ら
に
徹
底
し
よ
う
』
と
い
う
取

り
組
み
は
あ
り
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
同
士
で
、『
じ
ゃ
あ

 

株式会社ミールマックス
信頼と安心。「おいしいね」が聞きたくて。

336床ある水城病院では、合計20名
のスタッフがシフトを組み働く。毎日
約10名が出社し、患者さんの変化な
ど密に情報共有を図る。

会員企業
紹介
no.024

笑食快膳   12



社員食堂事業社員食堂事業

メディカル給食事業メディカル給食事業

外食・宿泊事業外食・宿泊事業

大宰府市にある水城病院は、医療と介護の両面を支える施設機能、
在宅機能、サービス支援機能を併設した病院で、地域内の高齢者
医療・介護の核を担っている。

水城病院

凸版印刷　福岡第一工場

昼食は、病院食にプラスして、デイサービス（通所リハ
ビリ者）向けの食事を80～90食分提供している。

みずきデイサービスセンター

「おきゅうと（海藻加工食）」や「がめ煮（筑前煮）」
などの郷土料理もメニューにならぶ。

社員食堂事業社員食堂事業

メディカル給食事業メディカル給食事業

外食・宿泊事業外食・宿泊事業

福岡県古賀市にある工場内の食事は24時間稼働に合わ
せ、昼食・夕食・夜食の３食を提供。第一工場内の厨
房でまとめて作られ、第二工場にも運ばれ配膳される。

会員企業紹介
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水城病院で受託責任者を務める柴田さん。徹底した
手洗い、アルコール消毒、出入り業者さんへの声がけ。
スタッフの自主的な管理にも助けられているという。

外
出
や
旅
行
は
自
粛
し
よ
う
』
と
予
定
を

キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
ス
タ
ッ
フ
も
多
く
い
ま

し
た
。
そ
う
い
う
、
自
然
な
流
れ
が
で
き

て
い
ま
し
た
。」

　
「
ま
た
、
ど
う
し
た
ら
よ
り
防
げ
る
か

を
考
え
、
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
可
能
性

を
極
力
減
ら
す
よ
う
取
り
組
み
ま
し
た
。

出
入
り
の
業
者
さ
ん
へ
の
対
応
を
強
化
し

た
ん
で
す
。
マ
ス
ク
着
用
を
徹
底
し
て
も

ら
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
に
協
力
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
体
温
測
定
を
し
て
記
録
を
取

る
、
そ
れ
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

聞
き
役
に
徹
す
る
こ
と
か
ら

　

入
社
さ
れ
た
当
時
は
、
現
場
ス
タ
ッ
フ

だ
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
そ
う
な
ん
で
す
。
以
前
は
急
性
期
の

病
院
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
形
態
も
ほ
と

ん
ど
一
般
食
が
ベ
ー
ス
だ
っ
た
ん
で
す

が
、
今
は
高
齢
者
向
け
と
い
う
こ
と
で
ガ

ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
担
当
者
様
と
話

し
合
い
な
が
ら
料
理
を
提
供
す
る
、
衛
生

管
理
、
労
務
管
理
、
最
初
は
も
ち
ろ
ん
た

い
へ
ん
で
し
た
。
で
も
、
や
り
が
い
が
あ

り
ま
す
。
今
は
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
し
な

が
ら
何
で
も
サ
ポ
ー
ト
に
ま
わ
る
と
い
う

か
た
ち
で
す
。」

　
「
病
院
の
栄
養
士
さ
ん
に
、
病
棟
か
ら

『
食
事
の
摂
取
量
が
減
っ
て
き
て
い
る
か

ら
、
栄
養
士
さ
ん
見
に
来
て
』
と
い
う
連

絡
が
き
ま
す
。
医
師
、
看
護
師
と
相
談
さ

れ
、
変
更
の
オ
ー
ダ
ー
が
届
き
ま
す
。
ど

ん
な
ふ
う
に
食
べ
て
い
る
か
見
に
行
き
、

い
き
な
り
変
え
る
の
で
は
な
く
て
お
試
し

と
い
う
形
で
、
食
べ
ら
れ
る
か
、
飲
み
込

め
る
か
、
良
か
っ
た
ら
変
更
と
い
う
か
た

ち
で
順
を
追
っ
て
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
が
回
復
さ
れ
る
の
は
う
れ
し
い

で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
、
下
げ
ら
れ
て
き
た

お
膳
が
空
っ
ぽ
な
時
。『
お
い
し
い
！
』

っ
て
言
っ
て
も
ら
え
て
い
る
よ
う
で
、
嬉

し
い
で
す
よ
ね
。」

　
「
責
任
者
に
な
っ
て
感
じ
た
の
は
『
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
難
し

い
』
っ
て
こ
と
で
す
。
ミ
ス
は
指
摘
し
な

い
と
、
叱
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
よ
ね
。
叱
る
、
注
意
を
促
す
と
き

の
言
葉
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
難
し
く
て
。
そ

う
い
う
言
葉
を
か
け
て
も
、
前
向
き
に
受

け
止
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
と
に
か
く

普
段
か
ら
聞
き
役
に
徹
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
失
敗
し
な
い
と
覚
え
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
る
し
、
私
も
そ
う
だ
っ
た
か
ら

と
。
失
敗
が
悪
い
の
で
は
な
く
て
『
良
く

な
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
』
そ
こ
を
伝
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。」

笑食快膳   14



代表取締役社長の河
かわ

野
の

九
ちかし

さん。「福岡には、安全・
安心に加えておいしさもあります。安全・安心
が人としての信用に結び付きます。私たちは信
頼できる人の力を提供しています」と語る

サ
ー
ビ
ス
の
基
本

「
安
全
と
安
心
」

　

柴
田
さ
ん
に
続
き
、
代
表
取
締
役
社
長

の
河か

わ

野の

九ち
か
しさ

ん
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
。
創

業
時
は
、
外
食
産
業
・
社
員
寮
の
運
営
な

ど
が
主
力
事
業
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
そ
う
で
す
ね
。
昭
和
61
（
１
９
８
６
）

年
、
株
式
会
社
九
州
ミ
ー
ル
と
し
て
創
業

し
、「
よ
り
豊
か
な
食
文
化
の
創
造
」
を

掲
げ
て
割
烹
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
な
ど
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
医
療
関
連
サ

ー
ビ
ス
マ
ー
ク
を
取
得
後
、
メ
デ
ィ
カ
ル

関
連
の
事
業
規
模
が
増
加
し
、
軌
道
に
乗

っ
た
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
に
ミ
ー
ル

マ
ッ
ク
ス
と
改
称
し
た
ん
で
す
。

　

現
在
は
医
療
関
連
・
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食

は
売
上
の
お
よ
そ
７
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
ミ
ー
ル
マ
ッ
ク
ス
を
新
た
に
創
業
す

る
前
に
、
兼
任
し
て
い
た
会
社
を
早
期
退

職
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
21
年
。
ま
も
な

く
80
歳
に
な
り
ま
す
。」

　

笑
顔
の
中
に
気
概
も
あ
る
そ
の
姿
は
、

と
て
も
80
歳
に
は
思
え
な
い
。

　
「
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
病
気
も
な
く
、

従
業
員
の
支
え
も
あ
り
、
こ
う
し
て
続
け

ら
れ
て
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
事
業
承
継
の
準

備
は
進
め
て
い
ま
し
て
、
私
の
代
わ
り
に

と
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
勉
強
し
て
も
ら

い
に
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
年
か
来
年
な
の
か
、
時
期
を
見
つ

つ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
っ
て
い
ま
す
。」

　
「
お
か
げ
さ
ま
で
、
メ
デ
ィ
カ
ル
関
連

以
外
の
受
託
事
業
で
は
、
凸
版
印
刷
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
社
員
食
堂
、
九
州
電
力

さ
ん
の
研
修
施
設
や
社
員
寮
、
外
食
で
は

割
烹
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
業
態
が
多
種

多
様
で
す
。
多
様
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
基
本
は
、
や
は
り
安
全
・
安
心
で
す
。」

新
年
に
語
る
現
場
責
任
者

へ
の
想
い

　
「
今
思
う
と
ね
、
新
創
業
の
当
時
は
一

人
で
営
業
も
ま
わ
っ
て
い
た
の
で
、
も
っ

と
人
を
雇
っ
て
規
模
を
広
げ
て
い
た
ら
、

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
こ
う
し

て
60
と
少
し
ま
で
事
業
所
が
増
え
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
現
場
に
信
頼
で
き
る
責
任
者
が

い
る
。
こ
れ
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

毎
年
年
始
に
事
業
所
の
責
任
者
を
集
め
て

会
議
を
開
い
て
い
る
ん
で
す
が
、
永
年
勤

続
表
彰
や
、
年
間
実
績
が
優
秀
だ
っ
た
事

業
所
の
表
彰
、
そ
し
て
、
毎
年
思
い
っ
き

り
笑
お
う
っ
て
『
初
笑
い
』
も
や
っ
て
、

み
ん
な
で
笑
顔
で
話
を
し
ま
す
。」

　

河
野
社
長
が
一
枚
の
表
彰
状
の
写
し
を

見
せ
て
く
れ
た
。

会員企業紹介
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患者さんそれぞれの応じた主食。形態は赤・
青の色で区別し、グラム数を明記して配膳さ
れる（上）。できたてはコンベアーで一気にセ
ットアップされる（左）。

　
「
そ
う
、
秋
富
さ
ん
。
彼
は
20
年
に
な

る
ん
だ
け
ど
、
今
で
は
大
牟
田
市
部
の
支

部
長
と
し
て
シ
ニ
ア
系
の
施
設
を
ま
と
め

て
く
れ
て
い
て
ね
…
…
。」

　

従
業
員
一
人
ひ
と
り
を
褒
め
、
い
た
わ

る
、
河
野
社
長
の
ま
な
ざ
し
は
あ
た
た
か

い
。
今
回
、取
材
に
快
諾
い
た
だ
い
た
が
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
事
業
へ
の
影
響
は
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
病
院
食
、
介
護
給
食
と
い
う
の
は
、

命
を
預
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
代

え
は
な
か
な
か
き
か
な
い
。
先
が
見
通
せ

な
い
中
、
現
場
の
方
々
の
お
か
げ
で
、
い

つ
も
通
り
の
給
食
を
安
定
供
給
す
る
こ
と

が
で
き
、
現
状
を
維
持
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
う
ち
の
場
合
は
委
託
契
約
と
い
う

の
が
非
常
に
大
き
い
で
す
。
人
気
に
左
右

さ
れ
や
す
い
外
食
産
業
と
は
全
く
違
い
ま

す
ね
。
外
食
部
門
は
休
業
し
た
り
席
数
を

減
ら
し
た
影
響
で
売
り
上
げ
は
落
ち
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
従
業
員
の
雇
用
を
維

持
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
し
た
。」

　
「
病
院
給
食
は
企
業
努
力
次
第
で
事
業

そ
の
も
の
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

分
、
運
営
が
軌
道
に
乗
れ
ば
間
違
い
な
い

で
す
が
、
こ
れ
を
維
持
し
て
い
く
の
は
と

て
も
大
変
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で

に
失
敗
は
し
て
き
ま
し
た
。
フ
ァ
ス
ト
フ

ー
ド
の
チ
ェ
ー
ン
店
、
好
景
気
の
時
代
に

繁
華
街
の
ど
真
ん
中
・
天
神
に
店
舗
が
あ

っ
た
ん
で
す
。
で
も
家
賃
が
も
の
す
ご
く

高
く
て
、
採
算
が
合
わ
ず
に
退
店
し
ち
ゃ

い
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
カ
ル
分
野
に
向
け
て

新
し
い
会
社
を
作
る
と
な
る
と
大
変
で
す

け
ど
、
土
台
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ

に
乗
っ
か
っ
て
、
新
事
業
を
は
じ
め
、
メ

デ
ィ
カ
ル
給
食
協
会
さ
ん
に
お
世
話
に
な

っ
て
ま
す
。」

　
「
ま
た
、
同
じ
時
期
に
社
員
寮
や
学
生

食
堂
が
増
え
ま
し
た
。
大
手
企
業
さ
ん
か

ら
の
受
託
数
も
着
実
に
増
え
、
今
も
福
岡

と
鹿
児
島
に
あ
る
社
員
寮
が
安
定
し
た
運

営
を
し
て
い
ま
す
。
来
年
も
、
通
年
ど
お

り
の
採
用
は
決
ま
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
し
、
お
か
げ
さ
ま
で
事
業
を
縮
小
す

る
と
い
う
よ
う
な
悪
影
響
は
ほ
ん
ど
な
い

ん
で
す
。
非
常
に
恵
ま
れ
て
い
る
な
、
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。」

給
与
を
上
乗
せ
し
て
で
も

技
術
の
あ
る
中
途
人
材
を

　

人
材
確
保
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。
数
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す
る
の
は
た
い
へ

ん
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
「
そ
う
で
す
ね
、
年
始
に
60
数
名
集
ま

り
ま
す
か
ら
。
採
用
も
含
め
て
現
場
に
ま

ず
聞
き
ま
す
。
本
社
か
ら
現
場
に
『
こ
う

や
り
な
さ
い
』
と
い
う
こ
と
は
、
で
き
る
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新型コロナ対応の現場から①
（株）ミールマックス　本社勤務
常務取締役　　　　　　江崎　精彦さん
栄養衛生管理室　室長　荒木　美香さん

新型コロナ対応、本社勤務の方々はどうされ
ていたんですか？
（江崎）本社への勤務は、シフトを変えて対
応しました。やはり、福岡市中心のオフィス
街から徒歩すぐ、ということで、通勤の電車
はたいへん密な状況でしたので、通勤のリス
クの高い社員は土日に出社し、平日に休むな
ど、シフトを変えて対応しました。現場は基
本シフト制のため特段変更はせず責任者にま
かせ、何かあれば相談に乗っていました。
物資の不足はありましたか？
（江崎）ええ、ありました。マスク・消毒液
はもちろん、非接触型の体温計が手に入りに
くかったりと、現場ごとに苦労がありました。
代替用品や、事業所間での物資移動で対応し、
社としての基本である安心・安全を確保でき
ています。
　業種が多種多様な分、指示内容をそれぞれ
で変えなければならなかったことや、タイム
リーに指示が行き渡らないなど、課題はあり
ましたが、連携をしながら対応できたので、
この経験則から第二波に備えて準備をしてい
るところです。

室長が今回の対応を取りまとめたというファ
イルを社長が見せてくださいました
（荒木）情報が刻一刻と変わり過多だったの
で、国の機関や各県の指針などの情報をまと
め、また、会社としてどういう対応をすべき
か社内で何度も話し合い、各事業所に通達し
共有を行いました。
通常勤務に戻り、不安はありませんか？
（荒木）そうですね、感染症が完全に終息し
たわけではないので。私たちは現場のシフト
にも入っているので、私たちがウイルスを持
ち込むような存在になってはいけないと常々
話しています。現場と同じように、マスク、
手洗い、消毒、体温の記録は今でも徹底して
継続しています。

（荒木）今までは、必要に応じて各事業所ご
とに細かく対応してきました。休憩時間など
の空き時間に集まってもらって衛生講習会を
開いたり、不定期で衛生検査を行ったり。た
だ、人を集めるというそれも、今後は難しい。
デジタル化するなど新しい手法を取り入れて
考えていく、ちょうどよいタイミングなのか
もしれないと、思います。

会員企業紹介
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新型コロナ対応の現場から②
（株）ミールマックス
医療法人悠水会　水城病院　受託責任者　柴田　淑子さん
凸版印刷第一工場　　　　　調理師　　　齋藤　和孝さん

先ほど衛生面についてお話をうかがいました
が、ほかにご対応されたことはありますか？
（柴田）はい。病院の栄養科の責任者と、厨
房スタッフに感染者が出た場合の対応を話し
合いました。
　陽性者が出た場合は全員一週間自宅待機と
し、その間の対応として、緊急時のメニュー
を作成。それに伴って、病院側も使い捨て食
器の購入、元々ある備蓄食品の追加発注が行
われました。会社の方でも冷凍の完全調理品
を購入・備蓄し、緊急時に備えていました。

脇に積み上げられているのが、以前まであっ
た食堂の椅子ですか？
（齋藤）そうです。以前まではびっしりと、
椅子とテーブルが並んでいました。1人ずつ
のスペースを確保して食べられるよう、シー
トで囲われ、離れて会話をせずに食べられる
よう、工場の担当者が対応されてました。

食事時間は延びたのでしょうか？
（齋藤）そうですね、以前までは昼食は12～

13時がピークでしたが、今は15分、30分お
きに休憩のシフトが組まれているそうで、
11時半～ 14時くらいまで、切れ目なしに食
事にこられます。

たいへんなことはないですか？
（齋藤）たいへんになるかな、と思っていま
したが、だいぶ慣れました。厨房のスタッフ
も昼間は通常10人いて、休憩は全員でまか
ないを食べていたのですが、コロナ対応で、
今は席の間隔を大きくあけて、一定方向を向
いて食べるようにしました。気軽に話せない
のは残念ですが、家族がいる方もいますし、
必要なことだと思います。

笑食快膳   18



本社・栄養管理室のスタッフのみなさん（上）。
届いたばかりという管理栄養士国家資格の表
彰状を河野社長が見せてくれた（下）。家族の
ように合格を喜ぶ社長の笑顔が印象的。

※室内での取材は基本的にマスクを着用いただき、撮影時のみマスクを外していただきました。

株式会社 ミールマックス
［本社］

〒810-0004
福岡県福岡市中央区渡辺通2丁目 7番14号
パグーロ薬院3F
電話　092-721-2012(代)
総従業員数　400名
　　　　　　　　　  （男 80名・女 320名）
　※令和 2 年 6月現在

だ
け
し
な
い
。
採
用
前
に
必
ず
面
談
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
雇
用
の
形
を
作
る
と
い

う
こ
と
を
心
が
け
て
ま
す
。」

　
「
現
場
の
職
人
の
力
は
や
っ
ぱ
り
大
切

で
、う
ち
は
新
卒
採
用
は
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、

中
途
採
用
で
技
術
を
持
っ
た
人
を
雇
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
若
干
給

与
が
高
め
に
な
る
ん
で
す
よ
。
で
も
、
技

術
を
持
っ
た
人
に
お
願
い
し
な
い
と
、
即

戦
力
の
仕
事
は
難
し
い
。
全
員
が
続
け
て

く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
ぐ
や

め
ら
れ
る
方
も
い
ま
す
。
で
も
ね
、
相
性

が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
ど
ん
な
大
き
な
企

業
だ
っ
て
辞
め
る
社
員
は
い
ま
す
か
ら
。」

　
「
う
ち
の
よ
う
な
中
小
企
業
が
こ
れ
だ

け
長
く
続
い
て
る
の
は
現
場
の
み
な
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
。
な
か
な
か
伝
え
る
機
会

が
な
い
で
す
が
、
相
手
先
の
お
客
さ
ま
も

い
い
方
々
ば
か
り
。
高
齢
化
が
続
く
あ
と

20
年
は
従
業
員
が
安
定
し
て
頑
張
れ
る
よ

う
に
し
て
い
き
ま
す
。
長
く
続
く
よ
う
、

つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。『
安
心
・

安
全
が
信
用
と
な
り
、
人
と
し
て
の
信
頼

に
な
る
。
そ
の
人
間
の
力
を
売
る
の
が
う

ち
の
会
社
で
す
』」

　

今
回
の
取
材
は
、
今
ま
で
に
な
い
ほ
ど

多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
ミ

ー
ル
マ
ッ
ク
ス
の
皆
さ
ん
の
対
応
力
と
人

間
力
に
敬
意
と
感
謝
を
送
り
た
い
。
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株式会社　町田予防衛生研究所

現場の衛生管理は大丈夫？
～点検員によるよくある指摘ポイント～

vol.1

　気温と湿度が徐々に上がり、細菌が増殖しやすく、細菌性食中毒事故が多く発生する季節が始まります。

　今回は、当社の衛生点検専門スタッフから挙げられた「よくある指摘項目」について特集します。

　業務業態や取り扱う食材によって施設環境は異なりますが、よくある指摘項目とは、「うっかり見落されがち

なポイント」ともいえます。セルフチェックを行い、食品の衛生を脅かすリスクを低減しましょう。

スポンジなどの洗浄用具に洗浄時の汚れが表面へ付着していたり内

部に入り込んでしまうと、その汚れを栄養として、細菌の温床となっ

てしまうことがあります。汚染された洗浄用具を使用してしまうと、

かえって細菌を拡散してしまうことになりかねません。

濡れたままでスポンジが重ねて積み上

げられていたり、 スポンジがシンク内に

放置されています。

◆ 使用前に、 改めて洗浄し、 しっかりとすすいでから使用しましょう。

◆ 使用後は、 汚水と洗剤を十分に落としましょう。

◆ 食器用、 シンク用など用途別に分けて、 十分に乾燥するように保管しましょう。

◆ 一日の作業が終わった際には、 洗浄用具自体を洗浄 ・ 消毒しましょう。

消毒には、 熱湯や次亜塩素酸ナトリウムの使用が有効ですが、
スポンジが劣化することがあります。
スポンジの劣化は、 異物混入のリスクにつながるので、 こまめに
交換しましょう。

◆ 原材料の在庫管理を徹底し、 日付（開封日、 加工日、 消費期限など）

の記載 ・ 記録を行いましょう。

◆ 使用するときは再度その使用原材料が期限内であることを確認しましょう。

賞味期限や消費期限は製造者や販売者が設定した 未開封時の期限で
す。 開封後の管理は使用者に求められます。 誰にでも開封後の使用期限
がわかるように、 本体に開封日の情報を記載しましょう。

Case 1 スポンジなどの洗浄用具が適切に管理されていない

整理・整頓は異物混入を防ぐ重要なポイントです。また整理・整頓さ

れているからこそ「清掃」がしやすくなり、さらには「洗浄」「殺菌」

を効率的に行うことが可能となります。

◆ 私物の持ち込みを制限しましょう。

◆ 剥がれやすいセロテープや破れた掲示物は異物混入のリスク

が高まります。 ラミネート加工やファイルにはさむなどで対策し

ましょう。

食品を扱う周囲に、 調理器具や食器などが、 破損していたり劣化しているものはあり
ませんか︖掲示物など飛んだり落ちそうなものや 不用なものはありませんか︖
あらゆる可能性を考えて気をつけましょう︕

Case 3 厨房内に異物混入のリスクがある（衛生管理意識の甘さ）

Case 2 原材料や調味料などの日付管理に不備がある

原材料の在庫管理についての不備が多く見受けられています。原材料の管理は、従

事する人が使用するか、あるいは廃棄するべきかを、簡単に識別できるようにしましょ

う。そうすることで、先入れ先出しなどを衛生的・効率的に運用することができます。

また、冷蔵・冷凍などの保存方法にしたがって、衛生的な取り扱いと保管を行いま

しょう。

厨房には 「いらないもの」 を持ち込まないルールの徹底を！

現場の衛生管理は大丈夫？
～点検員によるよくある指摘ポイント～

vol.1
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株式会社　町田予防衛生研究所

現場の衛生管理は大丈夫？
～点検員によるよくある指摘ポイント～

vol.1

　気温と湿度が徐々に上がり、細菌が増殖しやすく、細菌性食中毒事故が多く発生する季節が始まります。

　今回は、当社の衛生点検専門スタッフから挙げられた「よくある指摘項目」について特集します。

　業務業態や取り扱う食材によって施設環境は異なりますが、よくある指摘項目とは、「うっかり見落されがち

なポイント」ともいえます。セルフチェックを行い、食品の衛生を脅かすリスクを低減しましょう。

スポンジなどの洗浄用具に洗浄時の汚れが表面へ付着していたり内

部に入り込んでしまうと、その汚れを栄養として、細菌の温床となっ

てしまうことがあります。汚染された洗浄用具を使用してしまうと、

かえって細菌を拡散してしまうことになりかねません。

濡れたままでスポンジが重ねて積み上

げられていたり、 スポンジがシンク内に

放置されています。

◆ 使用前に、 改めて洗浄し、 しっかりとすすいでから使用しましょう。

◆ 使用後は、 汚水と洗剤を十分に落としましょう。

◆ 食器用、 シンク用など用途別に分けて、 十分に乾燥するように保管しましょう。

◆ 一日の作業が終わった際には、 洗浄用具自体を洗浄 ・ 消毒しましょう。

消毒には、 熱湯や次亜塩素酸ナトリウムの使用が有効ですが、
スポンジが劣化することがあります。
スポンジの劣化は、 異物混入のリスクにつながるので、 こまめに
交換しましょう。

◆ 原材料の在庫管理を徹底し、 日付（開封日、 加工日、 消費期限など）

の記載 ・ 記録を行いましょう。

◆ 使用するときは再度その使用原材料が期限内であることを確認しましょう。

賞味期限や消費期限は製造者や販売者が設定した 未開封時の期限で
す。 開封後の管理は使用者に求められます。 誰にでも開封後の使用期限
がわかるように、 本体に開封日の情報を記載しましょう。

Case 1 スポンジなどの洗浄用具が適切に管理されていない

整理・整頓は異物混入を防ぐ重要なポイントです。また整理・整頓さ

れているからこそ「清掃」がしやすくなり、さらには「洗浄」「殺菌」

を効率的に行うことが可能となります。

◆ 私物の持ち込みを制限しましょう。

◆ 剥がれやすいセロテープや破れた掲示物は異物混入のリスク

が高まります。 ラミネート加工やファイルにはさむなどで対策し

ましょう。

食品を扱う周囲に、 調理器具や食器などが、 破損していたり劣化しているものはあり
ませんか︖掲示物など飛んだり落ちそうなものや 不用なものはありませんか︖
あらゆる可能性を考えて気をつけましょう︕

Case 3 厨房内に異物混入のリスクがある（衛生管理意識の甘さ）

Case 2 原材料や調味料などの日付管理に不備がある

原材料の在庫管理についての不備が多く見受けられています。原材料の管理は、従

事する人が使用するか、あるいは廃棄するべきかを、簡単に識別できるようにしましょ

う。そうすることで、先入れ先出しなどを衛生的・効率的に運用することができます。

また、冷蔵・冷凍などの保存方法にしたがって、衛生的な取り扱いと保管を行いま

しょう。

厨房には 「いらないもの」 を持ち込まないルールの徹底を！
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厨房機器の
メンテナンス

No.000

OIL

刃物の点検ポイント お手入れ 

日常の点検

【 平 刃 】
■水や中性洗剤などを使って本体の汚れを拭き
　取り、よく乾燥させる。汚れが着いていると
　ステンレス材が錆びることがあります。
■操作盤まわりに水を掛けない。感電・漏電・
　故障の原因になります。

■中性洗剤で水洗いをして、刃物とプレートの
　間に詰まっている野菜を取り除く。金属たわ
　しや磨き粉、クレンザーなどを使用して磨か
　ないでください。錆の原因になります。
■殺菌してよく乾燥させる。煮沸消毒・熱風保
　管庫・次亜塩素酸ナトリウム・紫外線の内の
　いずれかの方法で行います。

■刃物を取り扱う時は、保護手袋を着用する。
　素手で刃物を触ると、手や指の切断または切
　傷の危険があります。

■上・下ベルトの取付・取外は、必ず刃物を先
　に取り外してから行う。誤操作・誤作動によ
　る刃物の回転に巻き込まれる危険があります。

【 刃 物 】

【 本 体 】

【 立 刃 】

■異物混入の原因となるため、破損した刃物は
　使用せず、交換してください。

■刃物の状態は、運転前・運転後に必ず確認し
　てください。

■破損した刃物で切さいした食材は、使用しな
　いでください。

□刃先の欠け
□刃こぼれ
□ひび割れ
□刃物取付部の
　割れやひび

□刃物の曲がり
□刃物の抜け
□刃物の欠損

各種調理施設で大量野菜の素早い切さいで下処理作業の省力

化に貢献しているフードスライサー。カッタープレート ( オ

プション ) の交換で多彩な切さいにも対応します 。また、 衛

生性にもこだわった構造で各種部品を簡単に取り外して洗浄

可能。安全性にも配慮した構造で安心してお使い頂けます。

ここでは、フードスライサーを末永く安全にご使用頂くため

の日常点検や注意点についてご紹介しますので、機器使用の

際の参考にしてください。

フードスライサーは、葉菜類から根菜類まで、
大量の野菜を設定サイズで素早く切さい。
下処理作業の大幅な省力化を実現します。

※不具合の対応には、危険を伴う作業が必要なことがあります。お客様ご自身で修理をされると、感電・故障の
　原因になります。メンテナンスについてご不明な点がありましたら、販売店またはメーカーにお問合せください。

フードスライサー
FS-36

フードスライサー
FS-130

1

23

危険禁止事項 4

[ 支　　 店 ]

[ 本社・工場 ]

[ 営  業  所 ]
札幌・東京・名古屋・大阪・九州

〒442-8580  愛知県豊川市白鳥町 60  
　　　　　　TEL0533-88-5111　FAX0533-88-4510

業務用厨房機器の総合メーカー アイホー

盛岡・秋田・山形・栃木・埼玉・千葉・多摩・横浜・長野・豊川・
京都・神戸・岡山・四国・大分・長崎

再加熱カートシステム

コンビオーブン

w w w . a i h o . c o . j p

温食、冷食、ご飯、汁物まで、
事前に盛り付けてそのまま配膳 !!

多彩な機能で美味しい
料理を安全に加熱調理 !!

芯温計や加湿、保温など
便利な機能で美味しく再加熱 !!

前日に調理済み食材を
盛り付けて保冷。翌朝、
再加熱が完了。トレイ
メイクして即提供。

前日盛り付けた食事
をカート内で保冷。翌
朝、再加熱が完了して
そのまま配膳可能。

熱風と蒸気で調理多彩。
大型カラー液晶搭載。
HACCP チェックやレ
シピ登録など機能充実。

リヒートクッカー

使用後の機内も
洗いやすい構造で衛生的 !!

食器出入口からの湯気
と機器表面からの輻射
熱を抑制。省エネも実
現した快適洗浄機。

「アイホーは､厨房から医療を応援しています｡」

業務用厨房機器の製造、販売は元より、厨房計画から、設備設計、機器の選定、設置、調理指導、メンテナンスに至るまでトータルでサポート

簡単操作で初めてでも安心、
安全性にも配慮した構造 !!

大量の野菜を素早く
切さい。多彩な切さい
に対応。主な部品も取
り外して洗浄可能。

強火力かまど炊きで
美味しいご飯を手軽に炊飯 !!

独自のかまど炊き構
造で美味しく炊飯。炊
込ご飯、おかゆ、無洗
米など多彩に炊飯。

立体炊飯器フードスライサー

高効率食器洗浄機

コンベヤカバーに変形・傷・
ひび割れ・部材の欠損はあ
りませんか？

安全停止機構は正常に作動
しますか？正常に作動しない
場合は、安全スイッチの不良
が考えられます。

本体から異音や異臭がありま
せんか？故障があると、異音
や異臭がすることがあります。

安全警告ラベルが剥がれていま
せんか？剥 が れ たら交 換して、
元の位置に貼り付けてください。

上ベルト・下ベルトに緩み・
亀裂・汚れ・変色・粘着物
はありませんか？不具合があ
ると、異物混入の原因にな
ります。

食品機械用オイルを注油す
る際、吸引していませんか？
人体に有害性はありません
が、大量に吸引をしないよう
に注意してください。引火性
液体のため、使用時は火気
や静電気などから引火しない
ように注意してください。

切さいする食材は、選定し
た刃物の用途に合っていま
すか？
指定した切さい寸法で切れ
ていますか？

警告

※断面イメージ
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No.021

厨房機器の
メンテナンス



厨房機器の
メンテナンス

No.000

OIL

刃物の点検ポイント お手入れ 

日常の点検

【 平 刃 】
■水や中性洗剤などを使って本体の汚れを拭き
　取り、よく乾燥させる。汚れが着いていると
　ステンレス材が錆びることがあります。
■操作盤まわりに水を掛けない。感電・漏電・
　故障の原因になります。

■中性洗剤で水洗いをして、刃物とプレートの
　間に詰まっている野菜を取り除く。金属たわ
　しや磨き粉、クレンザーなどを使用して磨か
　ないでください。錆の原因になります。
■殺菌してよく乾燥させる。煮沸消毒・熱風保
　管庫・次亜塩素酸ナトリウム・紫外線の内の
　いずれかの方法で行います。

■刃物を取り扱う時は、保護手袋を着用する。
　素手で刃物を触ると、手や指の切断または切
　傷の危険があります。

■上・下ベルトの取付・取外は、必ず刃物を先
　に取り外してから行う。誤操作・誤作動によ
　る刃物の回転に巻き込まれる危険があります。

【 刃 物 】

【 本 体 】

【 立 刃 】

■異物混入の原因となるため、破損した刃物は
　使用せず、交換してください。

■刃物の状態は、運転前・運転後に必ず確認し
　てください。

■破損した刃物で切さいした食材は、使用しな
　いでください。

□刃先の欠け
□刃こぼれ
□ひび割れ
□刃物取付部の
　割れやひび

□刃物の曲がり
□刃物の抜け
□刃物の欠損

各種調理施設で大量野菜の素早い切さいで下処理作業の省力

化に貢献しているフードスライサー。カッタープレート ( オ

プション ) の交換で多彩な切さいにも対応します 。また、 衛

生性にもこだわった構造で各種部品を簡単に取り外して洗浄

可能。安全性にも配慮した構造で安心してお使い頂けます。

ここでは、フードスライサーを末永く安全にご使用頂くため

の日常点検や注意点についてご紹介しますので、機器使用の

際の参考にしてください。

フードスライサーは、葉菜類から根菜類まで、
大量の野菜を設定サイズで素早く切さい。
下処理作業の大幅な省力化を実現します。

※不具合の対応には、危険を伴う作業が必要なことがあります。お客様ご自身で修理をされると、感電・故障の
　原因になります。メンテナンスについてご不明な点がありましたら、販売店またはメーカーにお問合せください。

フードスライサー
FS-36

フードスライサー
FS-130

1
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危険禁止事項 4

[ 支　　 店 ]

[ 本社・工場 ]

[ 営  業  所 ]
札幌・東京・名古屋・大阪・九州

〒442-8580  愛知県豊川市白鳥町 60  
　　　　　　TEL0533-88-5111　FAX0533-88-4510

業務用厨房機器の総合メーカー アイホー

盛岡・秋田・山形・栃木・埼玉・千葉・多摩・横浜・長野・豊川・
京都・神戸・岡山・四国・大分・長崎

再加熱カートシステム

コンビオーブン

w w w . a i h o . c o . j p

温食、冷食、ご飯、汁物まで、
事前に盛り付けてそのまま配膳 !!

多彩な機能で美味しい
料理を安全に加熱調理 !!

芯温計や加湿、保温など
便利な機能で美味しく再加熱 !!

前日に調理済み食材を
盛り付けて保冷。翌朝、
再加熱が完了。トレイ
メイクして即提供。

前日盛り付けた食事
をカート内で保冷。翌
朝、再加熱が完了して
そのまま配膳可能。

熱風と蒸気で調理多彩。
大型カラー液晶搭載。
HACCP チェックやレ
シピ登録など機能充実。

リヒートクッカー

使用後の機内も
洗いやすい構造で衛生的 !!

食器出入口からの湯気
と機器表面からの輻射
熱を抑制。省エネも実
現した快適洗浄機。

「アイホーは､厨房から医療を応援しています｡」

業務用厨房機器の製造、販売は元より、厨房計画から、設備設計、機器の選定、設置、調理指導、メンテナンスに至るまでトータルでサポート

簡単操作で初めてでも安心、
安全性にも配慮した構造 !!

大量の野菜を素早く
切さい。多彩な切さい
に対応。主な部品も取
り外して洗浄可能。

強火力かまど炊きで
美味しいご飯を手軽に炊飯 !!

独自のかまど炊き構
造で美味しく炊飯。炊
込ご飯、おかゆ、無洗
米など多彩に炊飯。

立体炊飯器フードスライサー

高効率食器洗浄機

コンベヤカバーに変形・傷・
ひび割れ・部材の欠損はあ
りませんか？

安全停止機構は正常に作動
しますか？正常に作動しない
場合は、安全スイッチの不良
が考えられます。

本体から異音や異臭がありま
せんか？故障があると、異音
や異臭がすることがあります。

安全警告ラベルが剥がれていま
せんか？剥 が れ たら交 換して、
元の位置に貼り付けてください。

上ベルト・下ベルトに緩み・
亀裂・汚れ・変色・粘着物
はありませんか？不具合があ
ると、異物混入の原因にな
ります。

食品機械用オイルを注油す
る際、吸引していませんか？
人体に有害性はありません
が、大量に吸引をしないよう
に注意してください。引火性
液体のため、使用時は火気
や静電気などから引火しない
ように注意してください。

切さいする食材は、選定し
た刃物の用途に合っていま
すか？
指定した切さい寸法で切れ
ていますか？

警告

※断面イメージ
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●賛助会員紹介

中国産の長芋とろろとフィリピン産のオクラをミックスし調味液で味を
付けた商品です。長芋のシャキシャキ感を残し、色鮮やかなキザミ
オクラをブレンドしました。解凍してそのままお召し上がりいただけます。

規格 500ｇ 原材料名

長芋、オクラ、調味液（しょうゆ、たん白加水分解物、食塩
発酵調味料、砂糖、かつおだし）、調味料（アミノ酸等）

増粘剤（加工でんぷん）、（原材料の一部に小麦、大豆を含む）

荷姿 500ｇ×10ｐ×2合

冷凍　　18ヶ月　（-18℃以下）

やまいも・大豆・小麦

調理方法

賞味期限

アレルギー
物質

袋のまま流水解凍して下さい

冷凍

※ばくだん丼
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地中海沿岸が原産とされる根菜で、甜菜と同じ仲間なのでショ糖を多く
含んでいるため、甘みが強いのが特徴です。また、鉄分・ビタミンなどを
豊富に含んでいます。西洋から東欧にかけては身近な野菜であり、
ボルシチに欠かせない野菜です。

規格 ビーツ（北海道産）

冷凍　　24ヶ月　（-18℃以下）

なし

原材料

賞味期限

アレルギー
物質そのままお召し上がりください

500ｇ×20ｐ

500ｇ　

荷姿

調理方法

〒411-0033 静岡県三島市文教町1-9-10 三島北口ビル
ＴＥＬ 055－987－7775 ＦＡＸ 055－987－7787

URL  http://www.easternfoods.co.jp

冷凍

※ボルシチ



Ｑ
1
　
こ
の
事
業
所
で
は
い
つ
か
ら
受
託

責
任
者
を
務
め
て
い
ま
す
か
？

８
年
前
、
平
成
24
年
７
月
か
ら
で
す
。

Ｑ
2
　
事
業
所
の
従
業
員
数
は
何
名
で
す

か
？

管
理
栄
養
士
１
名
、
栄
養
士
２
名
、
調
理

師
２
名
、
調
理
補
助
５
名
の
10
名
で
す
。

Ｑ
3
　
職
場
で
の
業
務
内
容
や
、
ど
の
よ

う
に
人
員
等
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
か
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

発
注
業
務
か
ら
厨
房
業
務
ま
で
の
全
般

と
、
ス
タ
ッ
フ
が
日
々
充
実
し
て
力
を
発

揮
で
き
る
シ
フ
ト
組
み
を
意
識
し
て
、
労

務
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
4
　
仕
事
を
し
て
い
て
、
大
変
な
こ
と

は
何
で
す
か
？

小
児
の
急
性
期
病
院
と
い
う
特
性
の
た

め
、ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
要
望
が
多
く
、

急
な
入
院
に
も
安
定
し
た
食
事
提
供
を
す

る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
お
か
げ
で
ス
タ
ッ
フ
の
ア
レ
ル

ギ
ー
に
対
す
る
危
機
感
が
高
く
、
共
に
声

が
け
を
大
事
に
し
て
安
全
に
勤
め
て
い
ま

す
。

Ｑ
5
　
受
託
責
任
者
の
仕
事
は
ど
ん
な
も

の
で
す
か
？

委
託
先
の
意
向
を
く
み
取
り
、
安
全
な
食

事
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
円
滑
に
作
業
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
し
、
ス
タ
ッ
フ
ヘ
医

療
従
事
者
と
し
て
の
専
門
性
を
心
得
た
、

プ
ロ
意
識
を
促
す
立
役
者
で
あ
る
と
心
得

て
い
ま
す
。

Ｑ
6
　
仕
事
を
す
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な

心
構
え
を
お
持
ち
で
す
か
？

よ
り
良
い
現
場
環
境
づ
く
り
と
、
向
上
の

た
め
に
も
、
報
告
、
相
談
を
徹
底
し
、
ス

タ
ッ
フ
の
声
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
7
　
委
託
先
の
責
任
者
、
ま
た
は
担
当

者
と
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
い
ま
す
か
？

委
託
先
の
栄
養
士
と
、
同
室
で
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
タ
イ
ム
ロ

ス
無
く
細
や
か
な
報
告
、
連
絡
、
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
8
　
社
内
、
病
院
と
の
連
絡
体
制
は
で

き
て
い
ま
す
か
？

内
容
に
よ
っ
て
、
速
や
か
に
上
司
に
相
談

し
、
会
社
、
病
院
と
連
携
を
と
れ
る
よ
う
、

体
制
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
9
　
現
場
で
気
を
遣
う
こ
と
は
ど
ん
な

こ
と
で
す
か
？

患
者
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
、
安
全
な

食
事
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
禁
止
食
や
誤

配
膳
、
異
物
の
混
入
が
な
い
か
、
食
欲
の

わ
く
盛
り
付
け
に
な
っ
て
い
る
か
等
、
厳

重
に
確
認
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
10
　
受
託
責
任
者
に
は
相
当
の
経
験
、

知
識
が
必
要
で
す
が
、
特
に
ど
ん
な
知
識

が
必
要
で
す
か
？

第
一
に
衛
生
管
理
だ
と
心
構
え
を
し
て
い

ま
す
。

大
量
調
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
則
っ
た
、
よ
り

安
心
安
全
な
食
事
提
供
を
行
う
た
め
の
知

識
と
、
常
に
情
報
を
取
り
入
れ
て
い
く
、

向
上
心
が
必
要
だ
と
意
識
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
11
　
自
分
が
責
任
者
に
な
っ
て
変
わ
っ

た
こ
と
は
何
で
す
か
？

す
べ
て
の
ミ
ス
は
、
自
分
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
責
任
感
。

そ
れ
は
同
時
に
、個
人
プ
レ
ー
で
は
な
く
、

チ
ー
ム
プ
レ
ー
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
ま

し
た
。

ス
タ
ッ
フ
ー
人
一
人
に
感
謝
と
敬
意
の
心

で
接
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
12
　
現
場
ス
タ
ッ
フ
や
同
じ
受
託
責
任

者
の
方
々
へ
の
エ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま

す
。

ま
ず
、美
味
し
い
食
事
提
供
を
す
る
に
は
、

日
頃
か
ら
一
緒
に
働
く
ス
タ
ッ
フ
と
の
、

信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
重
要
だ

と
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、安
心
安
全
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

患
者
様
に
喜
ば
れ
る
食
事
提
供
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

受
託

責
任
者
を

訪
ね
て
。

no.24

▪
一
般
財
団
法
人�

学
校
福
祉
協
会

広
島
市
立
舟
入
市
民
病
院
　
給
食
室

古こ

武ぶ

家け

泰や
す

子こ

さ
ん
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今
、
飲
食
業
界
の
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
、
宅

配
業
の
飛
躍
的
な
進
化
に
よ
り
、
私
達
は

家
に
い
な
が
ら
、
自
分
の
好
き
な
物
を
取

り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な
り
ま

し
た
。

企
業
や
加
盟
店
も
軒
並
み
参
入
し
、
Ｕ

ｂ
ｅ
ｒ 

Ｅ
ａ
ｔ
ｓ
な
ど
の
個
人
請
負
宅

配
業
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
も
急
速
化
を
増
す

ば
か
り
。

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
が
、
外
食
を
ま
た
一

段
階
飛
び
越
え
た
領
域
に
ま
で
達
し
、
企

業
側
も
そ
れ
に
応
え
た
結
果
が
、
今
日
を

創
り
上
げ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
う
な
っ
て
く
る
と
私
の
よ
う

な
、
一
調
理
師
も
こ
う
言
っ
た
時
代
の
流

れ
に
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
、
先
見
の
見

通
し
を
立
て
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。い

つ
ま
で
も
、
客
を
自
分
の
城
で
顧
客

待
つ
時
代
は
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

で
は
、
ど
う
考
え
て
も
勝
ち
残
っ
て
は
い

け
な
い
か
ら
で
す
。

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
の
よ
う
な
大
規
模
な

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
時
、
外
食
の
経
営
者

は
店
舗
を
休
ま
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ

う
。し

か
し
、
自
分
の
武
器
を
も
う
一
枚
持

っ
て
お
く
こ
と
で
、
こ
う
い
っ
た
緊
急
事

態
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
確
率
が
上
が
り
ま

す
。私

は
現
代
の
料
理
人
に
是
非
勧
め
た
い

副
業
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
非
常
に
効
率

が
悪
く
、
目
の
前
の
利
益
獲
得
に
は
不
向

き
な
商
売
、
調
理
代
行
な
ど
の
出
張
サ
ー

ビ
ス
業
で
す
。

こ
れ
か
ら
高
齢
化
社
会
が
徐
々
に
拡
大

化
し
て
い
き
、
我
々
サ
ー
ビ
ス
業
は
待
つ

サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
伺
う
サ
ー
ビ
ス
に
シ
フ

ト
し
て
行
く
だ
ろ
う
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
今
は
時
代
の
ト
レ
ン
ド
と
し
て
出
張

シ
ェ
フ
や
家
事
代
行
の
作
り
置
き
な
ど
が

頭
角
を
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
あ
っ
て

当
た
り
前
の
時
代
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ち
な
み
に
私
は
、
以
前
は
個
人
請
負
業

で
出
店
の
代
行
な
ど
を
や
っ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
法
人
に
勤
め
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
調
理
師
で
す
。
か
つ
て
の
経
験
を

活
か
し
、
新
た
な
飲
食
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー

ン
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
か
た
わ
ら
で

調
理
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

今
や
調
理
代
行
も
マ
ッ
チ
ン
グ
の
時
代

に
な
り
、
簡
単
に
個
人
で
の
参
入
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側

だ
け
で
な
く
、
提
供
す
る
側
に
も
手
軽
に

運
用
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

私
の
場
合
、
今
ま
で
待
つ
商
売
を
主
体

的
に
行
っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
こ
そ
今
回

の
試
み
は
新
た
な
挑
戦
で
し
た
。
使
い
慣

れ
た
プ
ロ
の
キ
ッ
チ
ン
、
調
理
器
具
を
離

れ
、
毎
回
構
造
の
異
な
る
家
庭
用
の
設
備

で
の
調
理
は
、
大
袈
裟
で
な
く
恐
怖
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

料
理
人
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
目
指
せ
！

調
理
代
行
、作
り
置
き
、
自
分
の
城
で
客
を
待
つ
戦
略
か
ら
、

顧
客
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
エ
リ
ア
に
攻
め
込
む
勇
気
を
！

（
一
財
）
好
仁
会
　
栄
養
部
　
山
本
　
功

特別寄稿
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こ
れ
を
読
ん
で
い
る
方
が
も
し
料
理
人

な
ら
、
き
っ
と
解
る
は
ず
で
す
。
こ
の
感

覚
を
。

基
本
的
に
料
理
は
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
す
べ
て
で
す
。
で
き
る
限
り
の
準
備
を

し
て
お
い
て
、
失
敗
す
る
確
率
を
極
限
ま

で
削
り
落
と
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
達
は
、

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
押
し
寄
せ
る
無
数
の
オ

ー
ダ
ー
を
効
率
よ
く
さ
ば
き
切
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

が
、
調
理
代
行
で
は
物
理
的
な
準
備
は

一
切
で
き
な
い
上
、
オ
ー
ダ
ー
は
当
た
り

前
の
よ
う
に
即
日
変
更
に
な
り
ま
す
。

し
か
も
、
現
場
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
パ

ー
ソ
ナ
ル
エ
リ
ア
。破
損
事
故
に
は
勿
論
、

自
身
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
、
対
応
、
言
葉
遣

い
に
も
一
々
気
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、
特
に
私
は
男
性
で
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
は
ほ
ぼ
女
性
な
の
で
、
導
入
か
ら
気
を

抜
け
ず
、
ト
イ
レ
な
ど
基
本
的
に
借
り
ら

れ
ま
せ
ん
。

こ
の
仕
事
に
は
常
に
心
構
え
、
精
神
的

な
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
イ
メ
ー
ジ
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
が
必
須
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

最
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
な
ど
緊
張
が

完
全
に
Ｍ
Ａ
Ｘ
を
超
え
て
お
り
、
導
入
の

段
階
で
脂
汗
を
か
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
意
外
と
作
業
に
入
っ
て
し
ま

え
ば
、
ス
イ
ッ
チ
が
切
り
替
わ
り
ス
ム
ー

ズ
に
動
け
る
も
の
で
す
。
今
で
も
新
規
の

顧
客
の
家
の
ド
ア
を
開
け
る
瞬
間
は
例
外

無
く
息
が
止
ま
り
ま
す
。

会
社
の
会
議
や
取
引
先
か
ら
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
な
ど
、
こ
れ
に
比
べ
れ
ば
さ
ざ
波
に

等
し
い
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
調

理
代
行
と
い
う
仕
事
は
自
分
を
も
う
一
段

階
成
長
さ
せ
る
大
切
な
プ
ロ
グ
レ
ス
な
の

だ
と
強
い
実
感
が
あ
り
、
今
後
も
継
続
し

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
調
理
代
行
を
し
て
い
る
と
、
比
較

的
高
所
得
者
層
の
在
宅
に
出
向
く
こ
と
が

で
き
る
の
も
、
私
に
と
っ
て
は
刺
激
と
な

り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
、
自
分
の
社
会
の

周
り
に
は
同
じ
よ
う
な
属
性
な
人
間
が
集

ま
り
が
ち
に
な
る
か
ら
で
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
仕
事
で
大
き
な
失

敗
を
し
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
迷
惑
を
か
け
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
仕
事
に

納
得
が
い
か
な
か
っ
た
こ
と
は
何
度
か
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
度
に
改
善
を
考

え
ま
す
。
こ
の
仕
事
は
常
に
一
人
で
戦
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
責
任

は
自
分
自
身
が
負
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
。物

理
的
に
は
ハ
イ
リ
ス
ク
、
ロ
ー
リ
タ

ー
ン
。
報
酬
を
逆
に
払
っ
て
で
も
や
り
た

く
な
い
部
類
で
し
ょ
う
。
で
も
、
だ
か
ら

こ
そ
や
る
価
値
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
経
験

は
次
の
時
代
の
武
器
に
な
る
と
私
は
強
く

確
信
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

料
理
人
も
た
だ
料
理
を
作
っ
た
り
、
自

分
の
店
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
り
す
る

の
で
は
な
く
、
も
う
一
つ
の
強
み
を
持
っ

て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
働
き
方
を
し
た
者
が

勝
ち
組
と
し
て
生
き
残
る
時
代
、
飲
食
の

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
の
序
章
は
既
に

始
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
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趣 味 を 語る
セントラルキッチン研究所

所長　吉田雄次

四季の花々を訪ねて

③宮城　５万本を超える「水芭蕉の森」。
南蔵王野営場近くの湿地帯にある。白い清
楚な花が南蔵王山麓に春の訪れを告げる。
2020 年４月撮影

①北海道　富良野にあるファーム富田のフラワーガーデン。ラベンダー
をはじめ色とりどりの花が広大な自然の中に美しく咲き誇っていた。
2019 年７月撮影

②秋田　角館武家屋敷の桜。黒く塗られた壁はより
趣きを増し、艶やかに咲く枝垂れ桜は濡れ髪のよう
な色気を漂わせながら品のある面持ちで佇んでい
る。2019 年４月撮影

④秋田　仙北市西木町に群生する日本最大級のカタクリの群落。山々が
本格的に緑に覆われる前に一面が赤紫色で埋め尽くされる。2019 年５
月撮影
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我が家に来客 かもンベイビー

趣 味 を 語る
岡本　賢介

　吉田雄次氏による撮影　

　荒川を望む川口の芝川で撮影したカワセミです。
　カワセミは清流に棲む鳥という印象がありますが、芝川は関東で1〜2を争うほどの汚い川です。しかし、
ここ数年前からカワセミが棲みついているのです。
　対岸にカワセミを見つけシャッターを切りましたが、撮影した時は遠いのとカワセミが小さく、パソコン
にアップして初めて魚をくわえているのが分かりました。
　背景は増水時のゴミです。厳しい環境に生きるカワセミの応援をどうぞよろしくお願いします。

マウントクックと羊

笑食快膳   30



編集後記
　2020年も半分が終わったこの頃、半年の間なんと変動が激しい時期だったでしょうか。
　思い返せば正月を迎えた時、私も人並みに１歳の年を重ねました。今までの正月は年末の雑多に追われ疲れ
た体を休めていて誕生日をそれほど気にしてきませんでした。ましてや今、還暦過ぎの誕生日は特に”めでたい”
と思うことは少なくなってきた感じです。
　世の中オリンピックイヤーという特別なお祝いムードで新年を迎えられた方が多かったのではないでしょうか。
オリンピック。パラリンピックに向けて１月末に入場券購入が発表され、私は次の日本開催と年齢を考えると日
程や、種目からどこへ行こうかと楽しく検索をしていました。
　このように陽気になっている頃、ニュースでは中国の武漢で新型コロナウイルスが発生したと伝えていました。
　クルーズ船「ダイヤモンドプリンセス号」の名を記憶していますか。感染者発生により乗客は横浜港でＰＣＲ
検査待機や陽性のため14日間隔離されているニュースが続きました。結局3700人の中から700人あまりが感
染したそうです。まだ自分ごととして危機を感じるにはほど遠い時期で、この頃は、将来日本や世界中でこれほ
ど多くの人が新型コロナウイルスに感染することを誰が予想できたのでしょうか。
　さて、新型コロナウイルスの医学的なことはさておいて、私を取りまく環境をご紹介すると、協会事務局には
会員さんから、職場を守り患者さんへ安全に食事提供をしていくため、従業員が新型コロナウイルスに感染した
らどうしようという不安からでしょうか「日本メディカル給食協会の代行保証で対応していただけるのか。」とい
うお問い合わせが数多くありました。これは各支部の担当者も同様な状況だったと聞きました。また、マスクが
購入できなくなった、消毒液が購入できなくなった。これでは重要な衛生管理が難しいので協会から国に要望す
ることができないか。とのご意見があり、厚生労働省宛てにマスク、消毒液、手袋の配布要望を行いました。
手間がかかったにも関わらず、結果、国からの配布ルートは都道府県を通じて医療機関等に行うこととなり、協
会向けには配布されませんでした。
　業務の中で特に気がかりだったことの１つは講習会の開催で、協会では毎年６月に「患者給食受託責任者資
格認定講習会」を開催します。この状況で会場を使用させてもらえるのか、都道府県移動制限があるなか受講
者は出席できるのかと思案しました。会員さんの考え方は２つでした。１つは受託責任者の配置を確保するため
には資格を取得させたい。もう１つは従業員の健康管理、安全対策を最優先したい。とのことでした。
　そこで協会はどのような感染対策を行えばよいのか、会長、専務理事、事務局で検討し、開催する４つの会
場側と何回も打ち合わせを行いました。緊急事態宣言が解除されると都道府県からの要請は緩やかになったも
のの、三密はダメという政府方針から１つの会場で100人以上は使用できないという規則に、担当者も困ってい
ました。協会は、会場側のアドバイスや協力をいただきソーシャルディスタンスを保つため机、いすの配置、換
気対策を行うことと、サーモグラフィーによる健康チェック、手指消毒、マスク着用を行うという対策をとること
を条件で当局と交渉してもらって開催にこぎ着けられました。また、講師の先生方も事情をご理解いただき快く
引き受けてくださいました。各支部担当者にもご多忙の中協力をいただいて講習会を開催することができました。
東京会場については、当講習会で最大受講者となりソーシャルディスタンスを保ち実施人数を収容できる会場を
確保できず12月へと変更することとしました。
　気にかけたもう１つは、理事会、賀詞交歓会、総会の開催です。１月、３月、４月、５月の理事会、協会の
大行事である賀詞交歓会、総会もやむをえず中止しました。決議事項は書面決議へと方針を変更せざるをえな
くなりました。協会事務局は通年と違う対応にせまられ、会員の皆様、さらに理事の皆様には役員改選もあり、
お手を煩わせることとなりましたがご協力ありがとうございました。
　協会としてせめてお知らせできることはないかと、情報収集に力を入れ厚生労働省、経済産業省、他の団体
からの各種情報を提供するようにしました。
　業者との交渉では、相手側は営業訪問の自粛やテレワークで自宅からの対応のため、折衝等ではメールを利
用しても簡単にはいかなく、時間がかかることばかりでした。一方懸案であったマスク不足の対応には、４月に
なり厚生労働省から輸入マスクを扱う業者の紹介があり、会員さんが３ヶ月にわたりマスクを確保できるようにで
きたことは画期的なことでした。
　新型コロナウイルス感染症の流行時は、毎年患者給食受託責任者講習会申請書、代行保証申請書の受付
時期で事務局にとって繁忙な時期ですが今年も事務量は相当多くありました。基本的にペーパー処理のためテ
レワーク対応ができなかったが処理を終え、職員、関係者含め感染者が出なかったことは不幸中の幸いでした。
　講習会が開催できたことで協会のモチベーションが上がってきたと感じました。今後の研修会、講習会開催
にあたっては三密に対応した会場設営等その時々の規制に応じて行うことになるので二部制にするなど工夫して
いくこととしています。
　個人的には、一時は昼食には営業している店を探すほどでしたが今や全店開店。通勤するには換気のため電
車の窓を開けていると寒かった時から今や風が心地よい時期になりました。自粛、自粛と制限された日が続き、
延期したレジャーなど早くやりたいと思っています。今やコロナウイルス感染は、世界中に蔓延していますが皆様
の大得意な衛生管理をすれば克服していけると信じています。そして来年のオリンピック、パラリンピックを楽し
みにしましょう。

秀
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新たな「院外調理患者等給食業務」認定制度の発足に関するお知らせ 
 近年の診療報酬改定の推移や消費税増税などの影響により医療機関の経営収支は悪化しつつあ 
る傾向であり、病院給食業務においては栄養部門の赤字及び人手不足が深刻化している状況であ 
ります。また、食品に対する安全意識の高まりなど社会環境の変化もあり、収益性の改善に併せ、 
安全管理の強化、栄養管理の充実が今後さらに求められる状況の中で、医療機関においても院外 
調理加工施設(セントラルキッチン)による新調理システムの導入活用が増加してきています。 
これらの時勢を踏まえ、当振興会では将来にわたって良質な医療関連サービスの提供及び普及 
を図り、もって我が国の医療の健全な発展に寄与するため、現在の各認定制度のあり方を再検証 
いたしました。 
その結果として、新たに「院外調理患者等給食業務」を新認定制度として発足することになり 
ました。それに伴い、現在のサービスマーク認定業務である「患者等給食業務」を「院内調理患 
者等給食業務」に名称変更し、令和３年２月１日認定分から適用することになりましたので併せ 
てお知らせいたします。 
以下は、今回の新認定制度の認定スケジュールとなりますので、セントラルキッチン運営事業 
者の皆様におかれましては、積極的に「医療関連サービスマーク」の取得を目指していただきま 
すようお願いいたします。 
 

記 
 

１．「院外調理患者等給食業務」申請受付・認定スケジュール 
第 1回 申請受付  令和２年 9月 15日～9月 30日 
第 1回 認 定 日  令和３年２月１日（申請の状況により 6月 1日以降の認定日 

となる場合があります。） 
  ※申請・認定は院外調理加工施設ごとに行います。 
２．詳細につきましては、当振興会ホームページ（https://ikss.net）をご覧下さい。 
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〔テーマ例〕
○地域・会社での行事（レクリエーションなど）
○趣味（ウォーキング・旅・グルメ・写真等々）

〔原稿書式〕
Ａ４判用紙（縦）に横書１～３枚程度で筆者の顔写真をお付けください。
　・行事の写真等提供していただくと一層詳しい様子が伝わります。

　　　　　　～掲載文につきましては、薄謝を進呈します。～
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　　　　　東京都千代田区鍛冶町１－６－17　フォルテ神田５Ｆ
　　　　　（公社）日本メディカル給食協会「笑食快膳」編集係

　　　　　E-mail：jmk_senmu@j-mk.or.jp
　　　　　TEL　03－5298－4161　FAX　03－5298－4162

原 稿 募 集

機関誌「笑食快膳」は会員の皆様をはじめ多くの人達からの

身近な楽しい原稿を募集しています！

しょうしょく かい ぜん

編集委員長　　中　村　勝　彦　　富士産業㈱　代表取締役

委　　　員　　篠　島　良　介　　国立病院機構東京医療センター　栄養管理室長

委　　　員　　鈴　木　　　潮　　富士産業㈱　執行役員副本部長

委　　　員　　西　村　信　之　　㈱ニッコクトラスト　顧問

委　　　員　　門　間　弘　子　　㈱紅谷　安全衛生管理　室長

委　　　員　　千　田　隆　夫　　（公社）日本メディカル給食協会　専務理事

委　　　員　　新　井　秀　一　　（公社）日本メディカル給食協会　事務局長

編集委員会名簿



公益社団法人　日本メディカル給食協会
〒101ー 0044　東京都千代田区鍛冶町１ー６ー 17　フォルテ神田５階

　　電　話　03（5298）4161
　　ＦＡＸ　03（5298）4162

ホームページ　http://www.j-mk.or.jp
発行人　山本　裕康　　編集委員長　中村　勝彦

（2020年7月発行）

（　　は一方通行）

至上野

１番出口

２番出口

南口

神
田
駅

新日本橋駅
JR総武線快速・

横須賀線室町三

室町四

今川橋

東
京
メ
ト
ロ

銀
座
線

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線

日
銀
通
り

（
国
道
17
号
）

中
央
通
り

至
東
京

消防署

三井住友
銀行

山梨中央銀行

本間ゴルフ

ローソン
宮崎銀行

みずほ
銀行

中国銀行

日本銀行

神田今川橋局

味喜庵
東京
スクリーン

すき家

Ｊ
Ｒ
神
田
駅

タックル
ベリー

三
越
前
駅

公益社団法人日本メディカル給食協会

JR神田駅南口　徒歩３分

JR総武線快速・横須賀線新日本橋駅２番出口　徒歩５分

東京メトロ銀座線神田駅１番出口　徒歩５分

東京メトロ銀座線三越前駅２番出口　徒歩５分

東京駅八重洲口より　タクシー15分

交

　通


